
日本三景

広島

宮城

 

松
島
、天
橋
立
、そ
し
て
、宮
島
。

江
戸
時
代
か
ら
愛
で
ら
れ
て
き
た

日
本
三
景
。

太
平
洋
、日
本
海
、瀬
戸
内
海
と
、

海
に
恵
ま
れ
た
日
本
な
ら
で
は
美
景
で
す
。

歴
史
あ
る
名
勝
を
訪
ね
る
も
よ
し
、

自
分
だ
け
の
三
景
を
探
す
も
よ
し
。

今
年
こ
そ
、美
し
い
風
景
に
出
会
う

旅
を
し
た
い
で
す
ね
。

松

島

宮  

城

宮

島

広  

島

天
橋
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京  
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京都

ヘルスケア関連団体のネットワークを支援する情報誌
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ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会
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クローズアップ 第57回

ＮＰＯ法人 沖縄県脊髄損傷者協会　　　　 理事長　仲根 建作

1・2

患者の力 第17回

創造的な活動をするためのソース原理と患者会
 　　　　　　　　　  　　　　  　慶應義塾大学 名誉教授  加藤 眞三

17・18

知る・学ぶ・実践する PPI

医療安全の視点からコミュニケーションの向上を目指す
　　　　　　　　　　　　　　 医療過誤 原告の会  井上 恵子

第3回 16

看護指導やVHO-netでの活動を通して、看護学生に難病患者のことや
意思決定支援ができる看護を伝えていきたい
　　　　　  　　　　　　　　活水女子大学看護学部  講師  堀川 新二

9・10

第34回 北陸学習会 第27回 東海学習会
第41回 東北学習会 第20回  北海道学習会
第37回 九州学習会 第52回  関西学習会
第42回 沖縄学習会 第50回  関東学習会
第 8 回 中・四国学習会

   

難病・慢性疾患全国フォーラム2022トピックス

難病法5年見直しや、難病患者の就労支援をテーマに
3年ぶり対面での議論も実施

「すべての患者・障害者・高齢者が安心して暮らせる社会を!!」

3‒6 第22回ヘルスケア関連団体ワークショップ

3年ぶりに対面形式での討論や交流も実施
社会への発信やパートナーシップについて考える

「VHO-net新たなるチャレンジ! ～私たちの声を社会に～」
15（一社）ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会  2022年度の活動報告



難
病
法
5
年
見
直
し
や
、難
病
患
者
の
就
労
支
援
を

テ
ー
マ
に
3
年
ぶ
り
対
面
で
の
議
論
も
実
施

「
す
べ
て
の
患
者
・
障
害
者
・
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
!!
」

「
難
病
・
慢
性
疾
患
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、 

（
一
社
）日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会

（
J
P
A
）、（
公
社
）日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
、

認
定
N
P
O
法
人 

難
病
の
こ
ど
も
支
援
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
呼
び
か
け
で
、新
し
い
難

病
対
策
と
長
期
慢
性
疾
患
対
策
の
確
立
を

目
指
し
て
、2
0
1
0
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

き
ま
し
た
。2
0
2
0
年
、2
0
2
1
年
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、今
回
は
3
年
ぶ
り
の
対
面
開

催
も
実
現
。多
く
の
患
者
・
家
族
団
体
、地

域
難
病
団
体
連
合
組
織
、行
政
関
係
者
、

支
援
団
体
、企
業
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
で
は「
患
者
・
家
族
の
声
」と
し
て
、

当
事
者
の
立
場
か
ら
難
病
や
慢
性
疾
患
患

者
の
直
面
す
る
課
題
や
、難
病
対
策
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
、第
二

部
で
は
難
病
・
慢
性
疾
患
患
者
の
就
労
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
今
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、

患
者
・
家
族
が
抱
え
る
現
状
や
課
題
が
提

示
さ
れ
た
。難
病
法
・
改
正
児
童
福
祉
法

の
5
年
見
直
し
は
よ
う
や
く
改
正
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

活
用
、ゲ
ノ
ム
解
析
や
i
P
S
細
胞
な
ど
の

新
た
な
医
療
の
情
報
収
集
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
個
人
情
報
管
理
な
ど
今
後
の
進
捗
状
況

を
見
な
が
ら
、当
事
者
の
声
を
上
げ
続
け
、

前
へ
進
ん
で
い
き
た
い（
要
約
）」と
の
集
会

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
終
了

し
ま
し
た
。

難病・慢性疾患全国フォーラム2022　
主　催：難病・慢性疾患全国フォーラム実行委員会
厚生労働省「令和4年度難病患者サポート事業」補助事業

2022年11月12日、「難病・慢性疾患全国フォーラム2022」が、対面（JA共済
ビルカンファレンスホール）とオンラインのハイブリッド形式で開催されました。

 

主
催
者
挨
拶

難
病
・
慢
性
疾
患
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2 

　
　
　
実
行
委
員
長
　
福
島 

慎
吾 

さ
ん

　
　
（
認
定
N
P
O
法
人 

難
病
の
こ
ど
も
支
援

　
　
　
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）2

0
1
5
年
に

施
行
さ
れ
た
難

病
法
と
改
正
児

童
福
祉
法
の
見

直
し
は
、法
成
立

当
時
の
附
帯
決

議
の
完
全
実
施
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
を

す
る
と
課
題
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、恒
例
の「
患
者
・

家
族
の
声
」お
よ
び
、社
会
参
加
の
た
め
の

大
き
な
施
策
の
一つ
で
あ
る「
難
病
・
慢
性
疾

患
患
者
の
就
労
」に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
昨
年
に
続
き
企
画
し
ま
し
た
。

私
た
ち
も
制
定
時
の
思
い
や
願
い
を
振
り
返

り
な
が
ら
、す
べ
て
の
患
者
・
障
が
い
者
・
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
た
、今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

パネルディスカッションの様子
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
難
病
・
慢

性
疾
患
患
者
の
就
労
」を
テ
ー
マ
に
、行
政
、

研
究
者
、支
援
者
、当
事
者
に
よ
る
活
発
な

討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、行
政
の
立
場
か
ら
難
病
患
者
の
就

労
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、次
に
研
究
者
と
し
て
春
名
さ
ん
が「
慢

性
疾
患
に
よ
る
就
労
支
援
ニ
ー
ズ
の
あ
る
人

へ
の
支
援
の
充
実
は
、高
齢
化
や
疾
病
構
造

の
変
化
に
伴
う
地
域
経
済
医
療
・
福
祉
・

教
育
な
ど
の
関
係
分
野
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス

改
善
と
も
関
係
す
る
先
進
国
共
通
の
課
題

で
あ
り
、海
外
の
例
は
参
考
に
な
る
」と
発

言
。川
尻
さ
ん
は
支
援
者
の
立
場
か
ら「
今

後
も
同
じ
方
向
を
向
い
て
進
ん
で
い
き
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。

当
事
者
と
し
て
、仲
島
さ
ん
は
団
体
で
の
就

労
支
援
活
動
で
の
経
験
や
思
い
を
語
り「
私

た
ち
は
患
者
で
あ
る
前
に
、一
人
の
生
活
者

で
あ
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
考
え
て
ほ

し
い
」と
発
言
。同
じ
く
当
事
者
の
立
場
か

ら
、岩
崎
さ
ん
は
障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い

難
病
患
者
の
就
職
活
動
の
難
し
さ
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
討
議
で
は
、当
事
者
側
は「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
と
、そ
の
次
の

段
階
で
の
各
機
関
同
士
の
連
携
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
」「
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
対
応
に
も
地
域
差
や
格
差

が
あ
る
。調
査
や
指
導
が
必
要
」と
言
及
。

会
場
か
ら
、「
が
ん
患
者
の
就
労
支
援
と一緒

に
進
め
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。ま
た
企

業
側
の
視
点
も
必
要
」「
国
の
検
討
会
に
、

難
病
、慢
性
疾
患
の
患
者
の
視
点
も
加
え

て
ほ
し
い
」と
の
意
見
が
あ
り
、研
究
者
か

ら
は「
障
が
い
が
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

個
々
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
注
目
す
べ
き
」と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。行
政
側
は
、「
各
機
関

が
就
労
支
援
に
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い

こ
と
を
非
常
に
重
く
受
け
止
め
た
」「
医
師

の
就
労
へ
の
理
解
を
進
め
る
こ
と
も
課
題
」

「
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、

難
病
患
者
就
職
サ
ポ
ー
タ
ー
の
充
実
を
図

り
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

司
会
進
行
を
務
め
た
J
P
A
常
務
理
事
の

辻
邦
夫
さ
ん
は「
行
政
の
皆
さ
ん
に
気
づ
け

て
い
た
だ
い
た
部
分
も
多
く
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。私
た
ち
も
も
っ
と
声
を
集
め
て
積
極

的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

就
労
問
題
を
テ
ー
マ
に

行
政
、研
究
者
、支
援
者
、

当
事
者
が
討
論

患
者
・
家
族
の
声

発
表
内
容
と
発
表
者

第一部
NPO法人ASridによるポスター展示セッションも実施

　「
指
定
難
病
へ
の
道
の
り

　
〜
ボ
ク
た
ち
を
知
っ
て
下
さ
い
!
〜
」

　
M
E
C
P
2
重
複
症
候
群
患
者
家
族
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

代
表
　
河
越
直
美
さ
ん

　「
疾
病
横
断
的
課
題
の
解
決
に
む
け
て

　
〜
患
者
の
声
を
活
か
す
〜
」

　（
一
社
）全
国
が
ん
患
者
団
体
連
合
会 

理
事

　（
一
社
）C
S
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

代
表
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
な
お
み
さ
ん

　「
心
臓
病
児
者
の
自
立
を
考
え
る

　
〜
移
行
医
療
の
視
点
か
ら
〜
」

　（
一
社
）全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
大
澤
麻
美
さ
ん

　「
福
祉
的
就
労
と
支
援
の
現
状
と
課
題
」

　
胆
道
閉
鎖
症
の
子
ど
も
を
守
る
会
運
営
委
員

　
　
（
B
A
ニュ
ー
ス
編
集
長
）　
和
田
弘
仁
さ
ん

　「
難
病
法
5
年
見
直
し
の
成
果
と
課
題
」

　（
一
社
）日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
　
吉
川
祐
一さ
ん

　「
見
直
し
後
に
残
る

　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
課
題
」

　
認
定
N
P
O
法
人 

難
病
の
こ
ど
も
支
援
全
国

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

専
務
理
事
　
福
島
慎
吾
さ
ん

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
難
病
・
慢
性
疾
患
患
者
の
就
労
」

第二部参加者と発言内容

■厚生労働省健康局難病対策課 蓑原哲弘さん
　「難病・小児慢性特定疾病対策について」

■厚生労働省職業安定局障害者雇用対策課 小野寺徳子さん
　「難病患者の就労支援について」

■厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課
　治療と仕事の両立支援室 佐伯直俊さん
　「治療と仕事の両立支援の取組」

■（独法）高齢・障害・求職者雇用支援機構
　障害者職業総合センター 副統括研究員 春名由一郎さん
　「難病でも働きやすい職場・地域づくり（米独の例）」

■群馬大学医学部附属病院 難病相談支援センター 
　難病相談支援員（保健師・認定難病看護師）川尻洋美さん
　「難病相談支援センターの就労支援」

■NPO法人IBDネットワーク 理事 
　埼玉IBDの会 会長 仲島雄大さん
　「難病就労に対する疑問や思い
　～私たちのことを私たち抜きで決めないで」

■認定NPO法人 全国脊髄小脳変性症・多系統萎縮症
　友の会 理事 事務局次長 岩崎恵介さん
　「難病患者が働きやすい世の中の実現を」

舩後靖彦さんをはじめ、
多くの来賓からメッセージが寄せられました
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「
V
H
O-

n
e
t
新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
! 

〜
私
た
ち
の
声
を
社
会
に
〜
」

3
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
で
の
討
論
や
交
流
も
実
施

社
会
へ
の
発
信
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
る

2
0
2
2
年
10
月
22・23
日
、第
22
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、「
V
H
O-

n
e
t
新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
! 

〜
私
た
ち
の
声
を
社
会
に
〜
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、対
面（
会
場
：
東
京
都 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ザ
新
宿
）と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
開
催
さ
れ
、基
調
講
演
、分
科
会
、全
体
討
論
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
の
意
思
決
定
に
は
、医
療
者
が
決
め

る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、患
者
が
自
立
的
に
決

め
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
デ
ィ
シ
ジ
ョン
、医
療

者
と
患
者
が
一
緒
に
決
め
る
シ
ェ
ア
ー
ド

デ
ィ
シ
ジ
ョン
が
あ
り
ま
す
。患
者
中
心
の

意
思
決
定
と
は
、選
択
肢
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
患
者
自
身
が
ど
う
生

き
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
す
。

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー（
医
療
情
報
を
理
解・

活
用
す
る
力
）を
得
て
、意
思
決
定
ガ
イ

ド
   ※1
を
活
用
し
て
自
分
の
考
え
を
整
理
し

て
、自
分
の
意
志
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
。す
べ
て
の
選
択
肢
を
自
分
で

よ
く
考
え
て
検
討
し
、自
分
が
大
切
に

し
た
い
こ
と
を
医
療
従
事
者
に
伝
え
る
。

患
者
力
を
活
か
し
て
医
療
者
と一緒
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、意
思
決
定
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

は
さ
ま
ざ
ま
で
、疾
患
に
よって
は
必
ず
決

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、時

間
に
余
裕
が
あ
る
場
合
、急
い
で
決
定
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。選

択
肢
が
明
確
に
な
っ
た
と
き
に
意
思
決
定

ガ
イ
ド
を
活
用
し
て
、自
分
ら
し
い
意
思

決
定
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、自
分
自
身

で
意
思
決
定
で
き
な
い
人
た
ち
の
こ
と
も

含
め
て
、ど
の
よ
う
に
意
思
決
定
を
進
め

て
い
く
か
、と
い
う
話
し
合
い
を
し
て
ほ
し

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

開
会
に
あ
た
り
、V
H
O-

n
e
t
代
表
理
事
の
森

幸
子
さ
ん
は
、「
法
人
格
を

取
得
し
、ま
さ
に
今
、私
た

ち
の
新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

V
H
O-

n
e
t
で
学
ん
だ

メ
ン
バ
ー
が
さ
ら
に
活
躍

で
き
る
よ
う
に
、学
習
の

機
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
。続
い
て
、フ
ァ
イ

ザ
ー
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
の
原
田
明
久

氏
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

に
富
む
V
H
O-

n
e
t
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
幅
広
い
知
見
を
活
か

し
、楽
し
み
な
が
ら
議

論
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。今
後
も
、

V
H
O-

n
e
t
と
協
力

関
係
を
維
持
し
、協
働

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
お
祝
い
の
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、テ
ー
マ
に
沿
っ
て「
患
者
の
声
を
医
療
に

活
か
す
」「
患
者
の
声
を
社
会
に
活
か
す
」「
よ
り
良

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む
」と
い
う
3
つ
の
視

点
か
ら
基
調
講
演
と
分
科
会
で
の
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。対
面
会
場
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
本
部
が

設
け
ら
れ
、技
術
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
も
会
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
な

が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
。ま
た
、主
催
が（
一
社
）

V
H
O-

n
e
t
と
な
っ
た
第
22
回
で
は
、フ
ァ
イ

ザ
ー
の
社
員
10
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
発
表
や
そ
の
後
の
全
体
討
論
で
は
、会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、双
方
の
参
加
者
が
一体
と
な
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
V
H
O-

n
e
t
監
事
の
伊
藤
智
樹
さ
ん

が「
こ
の
場
に
は
貴
重
な
意
見
や
経
験
を
も
つ
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
た
。

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
も
感
じ

ら
れ
、
実
り
豊
か
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」と
締

め
く
く
り
、2
日
間
の

日
程
を
終
え
ま
し
た
。

正
し
く
医
療
情
報
を
理
解
し

自
分
ら
し
い
意
思
決
定
を

「
患
者
の
声
を
医
療
に
活
か
す
」　

福
岡
看
護
大
学
健
康
支
援
看
護
部
門 

成
人
看
護
分
野

教
授
　
岩
本 

利
恵 

さ
ん

1基調講
演

対
面
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
が

一
体
と
な
っ
て
討
論

※1 意思決定ガイド：利用可能な選択肢を提示し、それぞれの選択肢のメリット・デメリットに関するエビデンス
　　　　　　　　　を整理するとともに、意思決定をする本人の価値観を明確にすることを助けるツール

2022年ヘルスケア関連団体ワークショップ
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理
解
力
や
発
信
力
を
磨
き

団
体
を
社
会
的
な
存
在
に

「
患
者
の
声
を
社
会
に
活
か
す
」

2基調講
演

一
般
社
団
法
人 

医
療
開
発
基
盤
研
究
所

　
代
表
理
事
　
今
村 

恭
子 

さ
ん

「
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む
」

3基調講
演

社
会
的
に
も
患
者
の
声
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、患
者
の
声
を
届

け
る
た
め
に
、患
者
の
発
信
力
や
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
を
磨
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
、

医
療
開
発
基
盤
研
究
所（
J
i
4
p
e
）

を
立
ち
上
げ
、オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
コ
ー
ス

を
開
設
し
ま
し
た
。研
究
倫
理
や
育
薬
   ※2

へ
の
参
画
、企
業
と
の
連
携
の
基
本
を
学

ぶ
コ
ー
ス
や
、組
織
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
育
成
を
目
指
す
コ
ー
ス
、倫
理
審
査

委
員
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
な
ど
を
設
け
て

い
ま
す
。

患
者
の
声
に
よ
っ
て
、医
療
者
や
製
薬
企

業
を
よ
り
良
く
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、

企
業・業
界
側
、患
者・市
民
側
が
と
も
に

さ
ら
に
学
び
、共
通
の
理
解
と
認
識
を
も

ち
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、患
者
の
声
を
社
会
に
活
か
す
た

め
に
は
、患
者
団
体
と
し
て
の
ビ
ジ
ョン
や

ミ
ッ
シ
ョン
を
明
確
に
し
て
、十
分
な
理
解

の
も
と
に
責
任
あ
る
発
言
を
行
い
、積
極

的
に
活
動
す
る
な
ど
、患
者
団
体
が
社
会

的
な
存
在
に
な
る
こ
と
も
必
要
で
す
。さ

ら
に
患
者
や
家
族
だ
け
で
な
く
、も
っ
と

広
く
一般
市
民
な
ど
新
し
い
仲
間
を
巻
き

込
み
、コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
し
て
いっ
て
ほ
し

い
。そ
の
た
め
に
も
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。V
H
O-

ne
t

会
員
専
用
の
コ
ー
ス
も
開
設
し
て
い
る
の

で
積
極
的
に
参
加
し
て
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
題
提
起
と
し
て

団
体
と
し
て
の
経
験
を
紹
介

私
た
ち
の
団
体
は
、疾
患
の
特
性
か
ら
、製

薬
企
業
や
研
究
者
か
ら
協
力
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つい
て
課
題
を
感
じ
る
経
験
も
し
て
き
ま

し
た
。そ
こ
で
、私
た
ち
の
事
例
や
、皆
さ

ん
の
経
験
も
共
有
し
な
が
ら
、団
体
と
し

て
企
業
や
研
究
者
と
よ
り
良
い
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て

話
し
合
って
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
例
1　
学
生
の
患
者
調
査

患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
依
頼
。設
問
づ

く
り
ま
で
協
力
を
求
め
ら
れ
対
応
し
き

れ
な
か
っ
た
。協
力
で
き
る
と
こ
ろ
、で
き

な
い
と
こ
ろ
を
明
確
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た

と
思
う
。

事
例
2 

　企
業
の
患
者
調
査

公
平
な
調
査
の
た
め
調
査
会
社
が
窓
口

と
な
っ
て
お
り
、事
情
は
わ
か
る
が
、依
頼

元
が
わ
か
ら
な
い
調
査
に
会
員
を
紹
介
す

る
の
は
不
安
が
あ
り
、断
っ
た
。

事
例
3
　
講
演
依
頼
の
契
約
書

製
薬
企
業
か
ら
の
社
内
向
け
に
患
者
の

講
演
を
依
頼
さ
れ
た
が
、1
回
限
り
の

講
演
と
の
約
束
だ
っ
た
の
に
、契
約
書
で

は
動
画
を
再
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
た
め
、断
っ
た
。

事
例
4 　
謝
礼
の
考
え
方

労
力
と
比
較
し
て
講
演
料
が
と
て
も
低

く
設
定
さ
れ
て
い
た
り
、医
療
者
と
の
差

が
大
き
か
っ
た
り
し
て
疑
問
に
思
う
こ
と

が
あ
る
。一方
で
無
償
で
も
協
力
し
た
い
場

合
も
あ
る
。

事
例
5 

患
者
団
体
と
患
者
個
人
の
関
係

団
体
と
し
て
断
っ
た
の
に
、会
員
に
直
接

依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。患
者
は
調

査
や
研
究
に
協
力
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
、無
理
を
し
て
引
き
受
け
て

し
ま
い
が
ち
。

F
a
b
r
y 

N
E
X
T

代
表
　
石
原 

八
重
子 

さ
ん

※2 育薬：薬をより良いものへと育てること
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「VHO-net 新たなるチャレンジ ! 」
～私たちの声を社会に～
会場参加者26名、オンライン参加者31名の計57名が集い、ハイブリッド形式で行われた分科会。
8つのグループに分かれて2日間、約6時間にわたる議論が繰り広げられました。3つのテーマ、「患者
の声を医療に活かす」「患者の声を社会に活かす」「より良いパートナーシップを育む」をもとに、
VHO-netの声を社会に届けるための仕組みづくりやアクションプランが検討されました。グループ発
表の内容を要約して紹介します。

患者の声を医療に活かす（　　グループ）
1.患者力をつけ、また意思決定するためにはどういうことが必要か
2.これからの医療は患者による「治療の選択」をしなければならない
3.当事者（家族も含む）も情報収集し、それを精査する力が必要となる

話し合いの
ポイント

■患者団体に求められていること
●意思決定を妨げる要素
　～情報不足、世代間GAP、検討に必要な時間や場 
●家族を支える観点で患者団体が行っていること
　～同じ境遇の方との出会いの場をつくることで、患者、家族
　両者の意思決定につながった
●周知方法
　～医療機関でのチラシなどの掲示、難病相談支援センターと
　の連携で患者団体を紹介、公式LINEをつくり調剤薬局など
　に案内を設置
●患者団体は、「悩んでいる方に寄り添い、ともに考える」
　「患者の体験談や語りを社会に発信
　していく」

■現状と今後について
●海外との比較では日本はかなり遅れている
●ビジョン&ミッションが団体内や社会に伝わっているか
●メディア取材は負担があっても断らない
　（社会とのつながりをもつ）
●企業からの支援を得るために
　～キャリアコンサルタントを通じた企業内での就労支援推進
●都道府県の審議会へ当事者委員として参画する
■アクションプラン～VHO-netでの取り組み
●オンラインスキルを身につけ、活動のハイブリッド化を組織
　で推進
●VHO-net所属団体の現状、ニーズを把握する
　（自分たちを知る）
●課題を顕在化し、社会に発信するためのエビデンスとする
●各種制度（医療・福祉）、国際比較のため日本の現状を正確
　に把握する

■社会的障壁を乗り越えるために
●社会制度やサポートを得るために、市民を含めた支援者を
　巻き込む
●患者の行動する勇気が大事　
●持続的な活動にするための工夫と仕組み
　～負担を分け合い、楽しさを伝えていく 
●発信できる場所として、VHO-netでのつながりを大切にする
■社会の変化への対応
●オンラインへの移行
　～活動面の幅が広がる一方、対面のメリットに改めて気づいた 
●持続的な活動、後継者育成のために活動の報酬の検討
■アクションプラン～正々堂々と社会へ発信
●発信場所を増やす
　～VHO-netと横の連携を取り、団体として関係各所に伝え続ける 
●制度を学び、発信し、働きかけ、伝える勇気をもつ

患者の声を社会に活かす（　　　　 グループ）
1.社会の仕組みや制度を学び、体験や課題をどう社会に発信するか
2.社会の変化への対応
3.どんな場でも正々堂々と話ができる=社会へ発信することができる

話し合いの
ポイント

　グループ
■当事者による情報収集 &整理と
　医療者と正しい情報を精査する
●医療者と協働し意思決定をするために「○○の意思決定
　ノート」を作成～性格、どう生きたいか、病歴、ライフスタイル
　の変化など、自己決定をしていく中での選択肢を挙げ、メ
　リット・デメリットなどを記載
●患者力をつけ、意思決定をするために必要なこと
　～コミュニケーション能力、外来での医療者への質問ノート
　の作成、情報を端的に伝えるためのシミュレーションを行う
●自分のことを伝え、医療者からも情報を得つつ、自己開示し
　ていく

　グループ

　グループ 　グループ

分科会 & グループ発表
2022年ヘルスケア関連団体ワークショップ

2022年10月22・23日
第22回
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■社会の変化への対応
●ユニバーサルデザイン2020行動計画、バリアフリー法に
　どう取り組んでいくか、自治体の取り組みをウォッチし、団
　体として参画する　
●行政、ヘルスケア関連団体が互いの立場を理解し、協働する
　仲間という意識で取り組む
●国内外にも認められる団体となるために、SDGsを掲げよう
■アクションプラン～VHO-netや各団体での取り組み
●発信方法（SNSや紙媒体）のメリット、デメリットを知り、対象
　に合った発信力をつける
●語りの場をつくる～講演会、交流会、本（マンガ・絵本）、ホーム
　ページなどでの体験の語りは価値があり、住みやすい社会を
　つくることにつながる

■社会の仕組み、制度を学び、
　思いや課題をどう発信するか
●地域での見守り体制の確立～災害時の個別支援計画
●周囲の理解を得る～患者自らが話す合理的配慮
●学びの機会を得る～他団体との協働、行政への要請、　　
　Ji4pe/VHO-netなどの活用
■アクションプラン～正々堂々と社会に発信していく
●関西学習会で取り組んでいる、模擬合同講演会にトライし
　てみる
●他の患者の存在もバックにつけて自信にする
●弱者が暮らしやすい社会をつくることを目標に歩む
●VHO-netのこれまでの実績を活
　かし、新たな取り組みに参画する

　グループ 　グループ

対 企 業  
対 行 政   
　　　　　
　 

　　　　　
対メディア
　

対医療関係

対学生/学校 
共 通 項  

各グループには、
記録担当と

してファイザー株
式会社の

ボランティアスタッ
フが参加。

また、メイン会場
には大型モニタ

ーが

2台設置され、プ
ロの音響、映像チ

ーム

によって、ダイナ
ミックで快適なハ

イブ

リッド会議の環境
が整えられました

。 

1.協働する団体との信頼関係の構築
●直接、対話を行う（書面やメールでは意思が伝わらないこと
　もある）
●研究調査の目的などは、口頭と文書で説明してもらい、お
　互いの立場に立った言葉を選びつつ「安全安心」なやりとり
　を行う
2.協働する団体のガイドラインの理解
●協働相手のルールをよく知ることで、交渉の仕方も見出せる
●自分たちの団体のガイドライン作成も必要
3.双方がプラスになる関係構築のために
●対等な関係の中でお互いのメリットを確認し、研究調査や
　アンケートを受ける 
●希少疾病の薬剤開発の促進、機器の開発・輸入、法律や制度
　の改定には他の患者団体とも協働が必要
■アクションプラン 
●協働する団体と、互いの到達地点を合わせる 
●夢や希望につながるビジョンをもち、トラブル
　を乗り越えよう !

●企業の目的を早い段階で理解する
 ●直接&継続的に会う、臨機応変な対応 
●相手側のガイドラインと財政状況を理解する 
●事実やデータに基づいたプレゼン力、厚生労働省
　の研究班へのデータ提供
●財政支援をしてもらう　
●素性をよく調べ、編集方法、事実と違う内容に注意 
●報道ルールの理解
●伝えたいターゲットを決めて活動
●患者とのコミュニケーション方法を伝える
●学会の発信情報を参考にする
●医師や研究班から研究成果を提供してもらう
●疾患を理解してもらう、患者自身が講義を行う 
●VHO-netに登録されている団体であることを活かす 
●お互いのガイドラインを理解する
●GIVE GIVE GIVE and TAKE !!
●自分の強み/弱みをきちんと発信する

■アクションプラン 
●VHO-net、各患者団体が、それぞれガイドラインを策定、点検する

　グループ 　グループ

1.協働する団体とどのように信頼関係を構築するのか
2.他の団体と協働するうえで、相手のガイドラインを理解する
3.双方にとってプラスになる関係構築のためには、何が必要か

話し合いの
ポイント

より良いパートナーシップを育む（　　グループ）
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全
国
組
織
の
支
部
と

沖
縄
独
自
の
組
織
を

同
時
に
設
立

沖
縄
県
脊
髄
損
傷
者
協
会（
以
下
、沖
脊

協
）の
始
ま
り
は
1
9
8
4
年
に
全
国
組

織
で
あ
る
現
在
の
公
益
社
団
法
人
全
国

脊
髄
損
傷
者
連
合
会（
以
下
、全
脊
連
）

の
沖
縄
県
支
部
を
設
置
し
た
い
と
い
う
動

き
か
ら
で
し
た
。た
だ
地
元
で
の
活
動
を

重
視
す
る
と
、全
国
組
織
の
支
部
よ
り
、

地
元
の
自
治
体
・
関
連
機
関
と
の
連
携

や
財
源
の
確
保
な
ど
、沖
縄
独
自
の
団

体
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
識
か
ら
、結

果
的
に
全
脊
連
の
沖
縄
県
支
部
と
沖
脊

協
の
2
つ
の
組
織
が
同
時
に
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。代
表
や
役
員
は
今
も

同
一の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

特
徴
と
し
て
は
正
会
員
の
会
費
は
す
べ
て

支
部
会
費
と
し
て
全
脊
連
の
本
部
に
納

め
て
い
る
こ
と
で
す
。沖
脊
協
自
体
の
運

営
は
会
費
に
頼
ら
ず
、民
間
か
ら
の
寄
付

金
や
赤
い
羽
根
共
同
募
金
な
ど
の
各
種

助
成
金
、賛
助
会
員
の
会
費
収
入
、委
託

事
業
の
収
益
な
ど
で
賄
い
、行
政
の
障
害
者

社
会
活
動
推
進
事
業
に
も
毎
年
申
請
し
、

積
極
的
な
資
金
調
達
を
行
って
い
ま
す
。

県
か
ら
の
委
託
を
受
け

「
沖
縄
県
障
が
い
者

I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設

沖
脊
協
で
は
2
0
1
8
年
か
ら
沖
縄
県

か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て「
沖
縄
県
障

が
い
者
I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
受

託
し
て
い
ま
す
。I
C
T（
情
報
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
技
術
）を
通
じ
て
障
が
い
の
あ

る
人
の
社
会
参
加
や
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
推
進
す
る
の
が
目
的
で
、「
I
T
に
関

す
る
相
談
」「
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
」「
情
報

支
援
機
器
の
体
験
・
貸
出
」「
テ
レ
ワ
ー
ク

（
在
宅
就
労
）」が
主
な
事
業
で
す
。相
談

や
情
報
提
供
で
は
、た
と
え
ば「
手
が
不

自
由
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
た
い
」「
ス
イ
ッ

チ
や
入
力
を
補
助
す
る
装
置
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
の
か
」「
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
を

購
入
す
る
時
の
助
成
制
度
を
教
え
て
ほ

し
い
」な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
対
応

し
て
い
ま
す
。情
報
支
援
機
器
の
展
示
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、見
て
触
れ
て
、

そ
し
て
使
っ
て
み
て
自
分
に
合
っ
た
適
切

な
支
援
機
器
の
選
択
に
つ
な
が
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
を

構
想

広
報
誌『
し
ゃ
り
ん
』を
隔
月
で
発
行
し
て

い
ま
す
が
、紙
媒
体
か
ら
デ
ジ
タ
ル
配
信
に

す
る
こ
と
に
よ
り
送
料
分
の
経
費
や
ス
タ

ッ
フ
の
手
間
を
軽
減
で
き
る
と
、コ
ロ
ナ
禍

に
な
る
前
か
ら
構
想
し
て
い
ま
し
た
。ま

た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
方
法
の
相
談
も
増
え
て

お
り
、そ
れ
を
説
明
す
る
に
は
電
話
や

メ
ー
ル
で
は
難
し
い
の
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

説
明
し
よ
う
と
判
断
し
、2
0
2
1
年

に
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。本
部
の
全
脊
連
を
通
し
て
日
本

損
害
保
険
協
会
の
助
成
金
に
申
請
、1

日
4
時
間
で
6
ヶ
月
間
、有
償
で
働
く

I
T
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
を
1
名
、デ
ジ

タ
ル
支
援
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。支
援
員
は
短
期
集
中
で
人

口
の
多
い
沖
縄
県
中
部
の
沖
縄
市
や
浦

添
市
、宜
野
湾
市
を
担
当
し
て
会
員
宅

を
訪
問
。同
時
に「
沖
縄
県
障
が
い
者

I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」の
ス
タ
ッ
フ
7

名
も
本
島
内
で
の
訪
問
活
動
を
行
い
、パ
ソ

コ
ン
環
境
の
整
備
や
メ
ー
ル
、L
I
N
E
の

使
い
方
、Z
O
O
M
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
支
援
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、会
員
88
名
の
中
で
メ
ー
ル
で
つ

な
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
会
員
が
30
名
か

ら
62
名
に
増
え
、グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
を

使
用
す
る
会
員
も
39
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、Z
O
O
M
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
意
見
交
換
会
も
増
え
ま
し
た
。

広
報
誌
の
郵
送
は
関
係
機
関
も
含
め

3
5
0
件
あ
っ
た
も
の
を
1
8
5
件
に
減

ら
す
こ
と
で
、協
会
と
し
て
の
情
報
発
信

が
格
段
に
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。そ

れ
で
も
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
れ
な
い
会
員

に
は
紙
媒
体
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。急
速

に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
に
拒
否
反

応
を
示
す
人
も
出
て
い
ま
す
の
で
、そ
の

よ
う
な
会
員
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
の
交
流
を

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

サ
ポ
ー
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト
、マ
ラ
ソ
ン
、ア
ー
チェ
リ
ー
や
テ

ニ
ス
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
が
車
い

す
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

沖
脊
協
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
会
員
が
多

く
、県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
が

強
い
の
が
特
徴
で
す
。た
と
え
ば
、沖
脊

協
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
会
員
を
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
見
学
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、

ど
の
競
技
の
ク
ラ
ブ
が
い
つ
、ど
ん
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
動
画（
Y
o
u
T
u
b
e
）で
も

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
の
は
社
会
参
画

の
大
き
な
要
素
と
考
え
、さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
や
情
報
提
供
を
行
って
い
ま
す
。

抱
負
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業

へ
の
参
入

私
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
長
く
勤
務
し

て
い
た
こ
と
で
助
成
金
な
ど
の
申
請
事
業

に
も
精
通
し
て
い
た
た
め
、ど
う
し
て
も

理
事
長
と
し
て
の
私
の
判
断
で
団
体
運

営
を
し
て
き
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
す
。役
員
は
現
在
10
名
い
ま
す
が
、

近
々
、理
事
長
を
辞
任
し
て
役
員
全
体

で
役
割
分
担
を
す
る
、後
継
者
へ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
チ
ー
ム

運
営
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
整
え
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
ホ
ー
ムヘ
ル
パ
ー
事
業
へ
の
参
入
が

あ
り
ま
す
。ニ
ー
ズ
は
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー

が
中
心
で
す
が
、さ
ら
に
幅
を
広
げ
て
障

が
い
者
に
特
化
し
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

沖
脊
協
で
確
保
し
派
遣
し
て
い
く
と
い

う
事
業
で
す
。介
護
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
居
場
所
を
求
め

る
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。褥
瘡
や

排
泄
の
悩
み
な
ど
、脊
髄
損
傷
の
当
事

者
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
て
、事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

沖
縄
県
脊
髄
損
傷
者
協
会

脊
髄
損
傷
と
は
疾
病
や
事
故
な
ど
で
脊
椎
を
損
壊
し
、脊
髄
に
損
傷
を
受
け
た
病
態
で
す
。下
半
身
麻
痺
の
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
首
下

麻
痺
の
高
位
頸
髄
損
傷
の
人
な
ど
損
傷
の
箇
所
と
度
合
い
に
よ
り
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
、回
復
さ
せ
る
治
療
法
は
な
い
そ
う
で
す
。沖
縄
県

脊
髄
損
傷
者
協
会
は
そ
の
よ
う
な
脊
髄
損
傷
者
が
地
域
で
自
立
で
き
、誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
1
9
8
4
年
に

発
足
、2
0
2
4
年
に
は
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。近
年
は
I
T
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
活
用

推
進
事
業
に
注
力
す
る
団
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、理
事
長
の
仲
根
建
作
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

NPO法人
沖縄県脊髄損傷者協会
理事長　仲根 建作 さん

ご自宅を訪問してITピアサポート

8 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 　  　7



57

全
国
組
織
の
支
部
と

沖
縄
独
自
の
組
織
を

同
時
に
設
立

沖
縄
県
脊
髄
損
傷
者
協
会（
以
下
、沖
脊

協
）の
始
ま
り
は
1
9
8
4
年
に
全
国
組

織
で
あ
る
現
在
の
公
益
社
団
法
人
全
国

脊
髄
損
傷
連
合
会（
以
下
、全
脊
連
）の

沖
縄
県
支
部
を
設
置
し
た
い
と
い
う
動

き
か
ら
で
し
た
。た
だ
地
元
で
の
活
動
を

重
視
す
る
と
、全
国
組
織
の
支
部
よ
り
、

地
元
の
自
治
体
・
関
連
機
関
と
の
連
携

や
財
源
の
確
保
な
ど
、沖
縄
独
自
の
団

体
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
識
か
ら
、結

果
的
に
全
脊
連
の
沖
縄
県
支
部
と
沖
脊

協
の
2
つ
の
組
織
が
同
時
に
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。代
表
や
役
員
は
今
も

同
一の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

特
徴
と
し
て
は
正
会
員
の
会
費
は
す
べ
て

支
部
会
費
と
し
て
全
脊
連
の
本
部
に
納

め
て
い
る
こ
と
で
す
。沖
脊
協
自
体
の
運

営
は
会
費
に
頼
ら
ず
、民
間
か
ら
の
寄
付

金
や
赤
い
羽
根
共
同
募
金
な
ど
の
各
種

助
成
金
、賛
助
会
員
の
会
費
収
入
、委
託

事
業
の
収
益
な
ど
で
賄
い
、行
政
の
障
害
者

社
会
活
動
推
進
事
業
に
も
毎
年
申
請
し
、

積
極
的
な
資
金
調
達
を
行
って
い
ま
す
。

県
か
ら
の
委
託
を
受
け

「
沖
縄
県
障
が
い
者

I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設

沖
脊
協
で
は
2
0
1
8
年
か
ら
沖
縄
県

か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て「
沖
縄
県
障

が
い
者
I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
受

託
し
て
い
ま
す
。I
C
T（
情
報
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
技
術
）を
通
じ
て
障
が
い
の
あ

る
人
の
社
会
参
加
や
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
推
進
す
る
の
が
目
的
で
、「
I
T
に
関

す
る
相
談
」「
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
」「
情
報

支
援
機
器
の
体
験
・
貸
出
」「
テ
レ
ワ
ー
ク

（
在
宅
就
労
）」が
主
な
事
業
で
す
。相
談

や
情
報
提
供
で
は
、た
と
え
ば「
手
が
不

自
由
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
た
い
」「
ス
イ
ッ

チ
や
入
力
を
補
助
す
る
装
置
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
の
か
」「
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
を

購
入
す
る
時
の
助
成
制
度
を
教
え
て
ほ

し
い
」な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
対
応

し
て
い
ま
す
。情
報
支
援
機
器
の
展
示
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、見
て
触
れ
て
、

そ
し
て
使
っ
て
み
て
自
分
に
合
っ
た
適
切

な
支
援
機
器
の
選
択
に
つ
な
が
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
を

構
想

広
報
誌『
し
ゃ
り
ん
』を
隔
月
で
発
行
し
て

い
ま
す
が
、紙
媒
体
か
ら
デ
ジ
タ
ル
配
信
に

す
る
こ
と
に
よ
り
送
料
分
の
経
費
や
ス
タ

ッ
フ
の
手
間
を
軽
減
で
き
る
と
、コ
ロ
ナ
禍

に
な
る
前
か
ら
構
想
し
て
い
ま
し
た
。ま

た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
方
法
の
相
談
も
増
え
て

お
り
、そ
れ
を
説
明
す
る
に
は
電
話
や

メ
ー
ル
で
は
難
し
い
の
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

説
明
し
よ
う
と
判
断
し
、2
0
2
1
年

に
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。本
部
の
全
脊
連
を
通
し
て
日
本

損
害
保
険
協
会
の
助
成
金
に
申
請
、1

日
4
時
間
で
6
ヶ
月
間
、有
償
で
働
く

I
T
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
を
1
名
、デ
ジ

タ
ル
支
援
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。支
援
員
は
短
期
集
中
で
人

口
の
多
い
沖
縄
県
中
部
の
沖
縄
市
や
浦

添
市
、宜
野
湾
市
を
担
当
し
て
会
員
宅

を
訪
問
。同
時
に「
沖
縄
県
障
が
い
者

I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」の
ス
タ
ッ
フ
7

名
も
本
島
内
で
の
訪
問
活
動
を
行
い
、パ
ソ

コ
ン
環
境
の
整
備
や
メ
ー
ル
、L
I
N
E
の

使
い
方
、Z
O
O
M
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
支
援
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、会
員
88
名
の
中
で
メ
ー
ル
で
つ

な
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
会
員
が
30
名
か

ら
62
名
に
増
え
、グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
を

使
用
す
る
会
員
も
39
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、Z
O
O
M
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
意
見
交
換
会
も
増
え
ま
し
た
。

広
報
誌
の
郵
送
は
関
係
機
関
も
含
め

3
5
0
件
あ
っ
た
も
の
を
1
8
5
件
に
減

ら
す
こ
と
で
、協
会
と
し
て
の
情
報
発
信

が
格
段
に
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。そ

れ
で
も
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
れ
な
い
会
員

に
は
紙
媒
体
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。急
速

に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
に
拒
否
反

応
を
示
す
人
も
出
て
い
ま
す
の
で
、そ
の

よ
う
な
会
員
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
の
交
流
を

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

サ
ポ
ー
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト
、マ
ラ
ソ
ン
、ア
ー
チェ
リ
ー
や
テ

ニ
ス
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
が
車
い

す
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

沖
脊
協
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
会
員
が
多

く
、県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
が

強
い
の
が
特
徴
で
す
。た
と
え
ば
、沖
脊

協
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
会
員
を
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
見
学
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、

ど
の
競
技
の
ク
ラ
ブ
が
い
つ
、ど
ん
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
動
画（
Y
o
u
T
u
b
e
）で
も

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
の
は
社
会
参
画

の
大
き
な
要
素
と
考
え
、さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
や
情
報
提
供
を
行
って
い
ま
す
。

抱
負
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業

へ
の
参
入

私
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
長
く
勤
務
し

て
い
た
こ
と
で
助
成
金
な
ど
の
申
請
事
業

に
も
精
通
し
て
い
た
た
め
、ど
う
し
て
も

理
事
長
と
し
て
の
私
の
判
断
で
団
体
運

営
を
し
て
き
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
す
。役
員
は
現
在
10
名
い
ま
す
が
、

近
々
、理
事
長
を
辞
任
し
て
役
員
全
体

で
役
割
分
担
を
す
る
、後
継
者
へ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
チ
ー
ム

運
営
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
整
え
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
ホ
ー
ムヘ
ル
パ
ー
事
業
へ
の
参
入
が

あ
り
ま
す
。ニ
ー
ズ
は
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー

が
中
心
で
す
が
、さ
ら
に
幅
を
広
げ
て
障

が
い
者
に
特
化
し
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

沖
脊
協
で
確
保
し
派
遣
し
て
い
く
と
い

う
事
業
で
す
。介
護
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
居
場
所
を
求
め

る
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。褥
瘡
や

排
泄
の
悩
み
な
ど
、脊
髄
損
傷
の
当
事

者
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
て
、事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

https://www.normanet.ne.jp/~ww500008/

NPO法人 沖縄県脊髄損傷者協会
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■会員数　88名（2023年1月現在）
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看
護
師
に
な
っ
て
10
年
目
の
頃
、リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
の
病
棟

に
勤
務
し
て
い
た
と
き
に
、母
校
の
長
崎
大
学
医
療
技
術

短
期
大
学
部（
3
年
制 

現
・
長
崎
大
学
医
学
部
保
健
学

科
）の
恩
師
が
、同
大
学
の
大
学
院
に
来
な
い
か
と
誘
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。今
の
う
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
と
き
で
も
あ
り
、看
護
師
を
続
け
つ
つ
大
学

院
へ
。リ
ウ
マ
チ
病
患
者
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
ま
し

た
。修
了
1
年
後
に
、今
度
は
大
学
院
で
お
世
話
に
な
っ
た

教
授
か
ら
、活
水
女
子
大
学
看
護
学
部
の
大
学
教
員
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。看
護
師
と
い
う
資
格
を
も
ち
つつ
、

そ
の
よ
う
な
職
業
の
選
択
も
あ
る
の
か
と
気
持
ち
が
動
き
、

教
員
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

専
門
領
域
は
成
人
看
護
学
で
、教
員
に
な
っ
て
も
、実
習
で

病
院
の
現
場
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、患
者
に
対
し
て
の
看

護
へ
の
視
点
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。学
生
が
展
開
す
る
看
護
過
程
の
学
習
の
中
で
、と
も
に

患
者
の
こ
と
を
考
え
、看
護
さ
せ
て
も
らって
い
る
と
い
う
感

覚
。も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
学
生
へ
の
教
育
を
担
う
と
い
う
責
任

が
加
わ
り
ま
す
。方
法
論
は
教
科
書
に
あ
り
ま
す
が
、日
々
、

臨
機
応
変
に
患
者
と
向
き
合
う
看
護
の
難
し
さ
、こ
れ
が

正
解
と
い
う
答
え
が
出
な
い
場
合
も
あ
り
、ま
た
、学
生
自

身
の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。私
の
看
護
の
仕
方
を
押
し
つ
け

な
い
よ
う
に
し
つつ
、学
生
た
ち
は
道
に
迷
い
、脱
線
も
す
る

の
で
、誤
解
し
た
ま
ま
で
覚
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、う
ま

く
軌
道
修
正
を
し
て
い
く
。日
々
、試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

活
水
女
子
大
学
で
は
、リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
病
棟
で
働
い
て
い

た
経
験
か
ら
、慢
性
疾
患
に
関
す
る
講
義
も
担
当
し
て
い

ま
し
た
。当
時
、同
大
学
に
勤
務
し
て
い
た
岩
本
利
恵
先

生（
現
・
福
岡
看
護
大
学
教
授
）に
声
掛
け
を
し
て
い
た
だ

き
、2
0
1
5
年
か
ら
九
州
学
習
会
に
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
は

17
年
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。と
て
も
あ
り
が
た
い
機
会

で
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
す
る
価
値
が
あ
り
、極
力
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。余
談
で
す
が
、看
護
師
に
な
っ
た

当
初
、加
藤
眞
三
先
生（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）の

04
年
の
著
作
、『
肝
臓
病
生
活
指
導
テ
キ
ス
ト（
南
江
堂
）』

を
フ
ル
活
用
し
て
い
ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
ご
本
人
に

お
会
い
で
き
て
感
激
し
、一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
い
ま

し
た（
笑
）。

V
H
O-

n
e
t
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
の
集

ま
り
な
の
で
、九
州
学
習
会
の
皆
さ
ん
も
と
て
も
積
極
的

に
意
見
交
換
を
さ
れ
ま
す
。団
体
を
い
か
に
よ
り
良
く
運

営
し
て
い
く
か
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
報
告
な
ど
を
聞
く

と
、と
て
も
前
向
き
で
、刺
激
が
あ
り
ま
す
。私
が
看
護

の
現
場
に
い
た
と
き
は
、そ
こ
ま
で
患
者
団
体
に
積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

院
内
患
者
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、企
画
運
営
は
現
場
の
看

護
師
で
、人
が
集
ま
ら
な
い
な
ど
の
声
も
聞
い
て
は
い
ま
し

た
。そ
れ
と
比
べ
て
、V
H
O-

n
e
t
の
患
者
団
体
は
と
て

も
活
発
で
、会
員
減
少
や
資
金
調
達
な
ど
の
課
題
に
も
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。他
の
疾
患
団
体
と
の
横
の
つ
な

が
り
、患
者
団
体
の
活
動
を
広
く
伝
え
て
い
く
広
報
活
動

が
大
事
だ
と
い
う
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
現
場
に
お
い
て
、患
者
さ
ん
の
思
い
を
う
ま
く
医
師

に
伝
え
る
役
割
を
担
う
の
が
、看
護
師
で
す
。医
師
だ
け

で
な
く
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
や
薬
剤
師
、退
院
支
援
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

の
間
を
取
り
も
つ
の
も
看
護
師
の
仕
事
で
す
。そ
れ
は
、現

場
で
働
い
て
い
た
と
き
も
強
く
意
識
し
て
お
り
、今
も
学

生
に
対
し
て
チ
ー
ム
医
療
で
の
役
割
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
と
指
導
し
て
い
ま
す
。

V
H
O-

ne
t
が
掲
げ
る「
患
者
の
声
を
医
療
に
活
か
す
」

と
い
う
テ
ー
マ
は
、病
院
の
中
の
看
護
師
の
立
場
と
い
う
よ

り
も
、患
者
団
体
の
皆
さ
ん
の
活
動
で
あ
り
、普
段
、生

活
を
し
て
い
る
中
で
の
課
題
を
医
療
に
伝
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。私
の
場
合
は
、看
護
学
生
に
難
病
患
者
さ
ん

の
こ
と
を
伝
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。あ
る
と
き
、担
当
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
学
生
が
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
の
こ
と
を
知
ら
ず
、そ
う
い
う
ツ
ー
ル
が
必
要
な

人
が
い
る
と
い
う
話
を
し
た
ら
興
味
を
も
ち
、卒
業
研
究

で「
長
崎
県
で
の
看
護
学
生
の
認
知
に
関
す
る
実
態
調

査
」を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、世
界
希
少
・
難
治
性
疾
患

の
日（
R
D
D
）へ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
掛
け
が

大
学
に
あ
り
、学
生
た
ち
も
積
極
的
だ
っ
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。私
の
役

割
と
し
て
、学
生
と
患
者
さ
ん
た
ち
が
話
せ
る
機
会
の
橋

渡
し
と
な
り
、学
生
の
う
ち
か
ら
難
病
患
者
や
障
が
い
者

の
こ
と
を
知
る
機
会
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

看
護
学
生
が
知
る
こ
と
は
、将
来
、医
療
者
側
に
意
見
が

伝
わ
る
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
テ
ー
マ
は
、リ
ウ
マ
チ
患
者
の
口
腔
ケ
ア
で
、「
関
節
リ

ウ
マ
チ
患
者
に
向
け
た
、口
腔
ケ
ア
介
入
モ
デ
ル
の
構
築
と

介
入
効
果
及
び
妥
当
性
の
検
証
」と
い
う
研
究
に
取
り
組

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。科
学
研
究
費
の
申
請
が
下
り
た

と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、ま
だ
こ
れ
か
ら
の
段
階
な
の

で
す
が
。看
護
師
時
代
か
ら
、口
腔
ケ
ア
は
と
て
も
大
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
の
中
に
は
歯

ブ
ラ
シ
で
し
っ
か
り
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
こ
と
が
難
し
い
人

も
い
ま
す
。口
腔
ケ
ア
を
丁
寧
に
行
い
歯
周
病
予
防
す
る

こ
と
が
治
療
に
役
立
つ
と
い
う
研
究
も
さ
れ
て
お
り
、セ
ル

フ
ケ
ア
の
介
入
は
大
事
だ
と
思
って
い
ま
す
。

昨
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
岩
本
先
生
の
講
演
※
の
中
で
、ヘ

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。患
者
自

身
も
正
し
く
情
報
を
得
て
の
意
思
決
定
が
大
事
だ
と
。看

護
師
の
仕
事
の
大
き
な
役
割
の一つ
は
、意
思
決
定
支
援
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。学
生
が
陥
り
が
ち
な
の
は
、患
者
さ
ん

の
背
景
を
十
分
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
な
い
ま
ま
、「
こ
う
い

う
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
」と
指
導
し
た
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
。そ
れ
よ
り
も
患
者
さ
ん
の
理
解
度
に
応
じ

て「
ご
自
身
で
取
り
組
ま
れ
る
に
当
た
っ
て
、工
夫
で
き
そ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」と
自
ら
行
動
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
声
掛
け
が
大
切
で
す
。患
者
が
自
分
で
で
き
る

か
ど
う
か
を
問
い
、患
者
自
身
に
決
め
て
も
ら
う
。学
ん

だ
知
識
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、患
者
が
今
、何
に
悩

ん
で
い
る
の
か
、そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
ど
う
い
う
こ
と

が
必
要
な
の
か
を
、常
に
考
え
ら
れ
る
看
護
師
を
育
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

看
護
を
学
ぶ
学
生
た
ち
を

教
え
る
教
員
に
な
っ
て
、

心
境
の
変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か

看護師として、循環器、消化器、呼
吸器の内科病棟、リウマチ膠原病、
糖尿病および小児科の混合病棟で
11年間の勤務を経て、長崎県の
活水女子大学看護学部での教員
の道へ。看護する側から、看護をす
る人材育成へと転身した堀川新二
さん。講師として、どのように学生
たちと向き合っているのか。また、
VHO-netでは九州学習会、ヘル
スケア関連団体ワークショップに
も積極的に参加し、その活動が大
学でどのように活かされているか
などについて、お話を伺いました。

活水女子大学看護学部 講師

堀川 新二 さん

看
護
す
る
側
か
ら
、

看
護
を
教
え
る
側
に
立
つ
こ
と
に

な
っ
た
動
機
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

V
H
O-

ne
t
で
は
九
州
学
習
会
へ
の
参
加
、

昨
年
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
で
は
進
行
役
も
務
め
、

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
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ヘルスケア関連団体にかかわる専門職の方の研究活動や現場の声をご紹介します

昨
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
分
科
会
の
テ
ー
マ

の
一つ
は
、「
患
者
の
声
を
医
療
に
活
か
す
」

で
し
た
。看
護
師
も
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

看
護
師
に
な
っ
て
10
年
目
の
頃
、リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
の
病
棟

に
勤
務
し
て
い
た
と
き
に
、母
校
の
長
崎
大
学
医
療
技
術

短
期
大
学
部（
3
年
制 

現
・
長
崎
大
学
医
学
部
保
健
学

科
）の
恩
師
が
、同
大
学
の
大
学
院
に
来
な
い
か
と
誘
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。今
の
う
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
と
き
で
も
あ
り
、看
護
師
を
続
け
つ
つ
大
学

院
へ
。リ
ウ
マ
チ
病
患
者
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
ま
し

た
。修
了
1
年
後
に
、今
度
は
大
学
院
で
お
世
話
に
な
っ
た

教
授
か
ら
、活
水
女
子
大
学
看
護
学
部
の
大
学
教
員
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。看
護
師
と
い
う
資
格
を
も
ち
つつ
、

そ
の
よ
う
な
職
業
の
選
択
も
あ
る
の
か
と
気
持
ち
が
動
き
、

教
員
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

専
門
領
域
は
成
人
看
護
学
で
、教
員
に
な
っ
て
も
、実
習
で

病
院
の
現
場
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、患
者
に
対
し
て
の
看

護
へ
の
視
点
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。学
生
が
展
開
す
る
看
護
過
程
の
学
習
の
中
で
、と
も
に

患
者
の
こ
と
を
考
え
、看
護
さ
せ
て
も
らって
い
る
と
い
う
感

覚
。も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
学
生
へ
の
教
育
を
担
う
と
い
う
責
任

が
加
わ
り
ま
す
。方
法
論
は
教
科
書
に
あ
り
ま
す
が
、日
々
、

臨
機
応
変
に
患
者
と
向
き
合
う
看
護
の
難
し
さ
、こ
れ
が

正
解
と
い
う
答
え
が
出
な
い
場
合
も
あ
り
、ま
た
、学
生
自

身
の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。私
の
看
護
の
仕
方
を
押
し
つ
け

な
い
よ
う
に
し
つつ
、学
生
た
ち
は
道
に
迷
い
、脱
線
も
す
る

の
で
、誤
解
し
た
ま
ま
で
覚
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、う
ま

く
軌
道
修
正
を
し
て
い
く
。日
々
、試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

活
水
女
子
大
学
で
は
、リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
病
棟
で
働
い
て
い

た
経
験
か
ら
、慢
性
疾
患
に
関
す
る
講
義
も
担
当
し
て
い

ま
し
た
。当
時
、同
大
学
に
勤
務
し
て
い
た
岩
本
利
恵
先

生（
現
・
福
岡
看
護
大
学
教
授
）に
声
掛
け
を
し
て
い
た
だ

き
、2
0
1
5
年
か
ら
九
州
学
習
会
に
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
は

17
年
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。と
て
も
あ
り
が
た
い
機
会

で
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
す
る
価
値
が
あ
り
、極
力
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。余
談
で
す
が
、看
護
師
に
な
っ
た

当
初
、加
藤
眞
三
先
生（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）の

04
年
の
著
作
、『
肝
臓
病
生
活
指
導
テ
キ
ス
ト（
南
江
堂
）』

を
フ
ル
活
用
し
て
い
ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
ご
本
人
に

お
会
い
で
き
て
感
激
し
、一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
い
ま

し
た（
笑
）。

V
H
O-

n
e
t
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
の
集

ま
り
な
の
で
、九
州
学
習
会
の
皆
さ
ん
も
と
て
も
積
極
的

に
意
見
交
換
を
さ
れ
ま
す
。団
体
を
い
か
に
よ
り
良
く
運

営
し
て
い
く
か
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
報
告
な
ど
を
聞
く

と
、と
て
も
前
向
き
で
、刺
激
が
あ
り
ま
す
。私
が
看
護

の
現
場
に
い
た
と
き
は
、そ
こ
ま
で
患
者
団
体
に
積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

院
内
患
者
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、企
画
運
営
は
現
場
の
看

護
師
で
、人
が
集
ま
ら
な
い
な
ど
の
声
も
聞
い
て
は
い
ま
し

た
。そ
れ
と
比
べ
て
、V
H
O-

n
e
t
の
患
者
団
体
は
と
て

も
活
発
で
、会
員
減
少
や
資
金
調
達
な
ど
の
課
題
に
も
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。他
の
疾
患
団
体
と
の
横
の
つ
な

が
り
、患
者
団
体
の
活
動
を
広
く
伝
え
て
い
く
広
報
活
動

が
大
事
だ
と
い
う
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
現
場
に
お
い
て
、患
者
さ
ん
の
思
い
を
う
ま
く
医
師

に
伝
え
る
役
割
を
担
う
の
が
、看
護
師
で
す
。医
師
だ
け

で
な
く
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
や
薬
剤
師
、退
院
支
援
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

の
間
を
取
り
も
つ
の
も
看
護
師
の
仕
事
で
す
。そ
れ
は
、現

場
で
働
い
て
い
た
と
き
も
強
く
意
識
し
て
お
り
、今
も
学

生
に
対
し
て
チ
ー
ム
医
療
で
の
役
割
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
と
指
導
し
て
い
ま
す
。

V
H
O-

ne
t
が
掲
げ
る「
患
者
の
声
を
医
療
に
活
か
す
」

と
い
う
テ
ー
マ
は
、病
院
の
中
の
看
護
師
の
立
場
と
い
う
よ

り
も
、患
者
団
体
の
皆
さ
ん
の
活
動
で
あ
り
、普
段
、生

活
を
し
て
い
る
中
で
の
課
題
を
医
療
に
伝
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。私
の
場
合
は
、看
護
学
生
に
難
病
患
者
さ
ん

の
こ
と
を
伝
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。あ
る
と
き
、担
当
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
学
生
が
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
の
こ
と
を
知
ら
ず
、そ
う
い
う
ツ
ー
ル
が
必
要
な

人
が
い
る
と
い
う
話
を
し
た
ら
興
味
を
も
ち
、卒
業
研
究

で「
長
崎
県
で
の
看
護
学
生
の
認
知
に
関
す
る
実
態
調

査
」を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、世
界
希
少
・
難
治
性
疾
患

の
日（
R
D
D
）へ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
掛
け
が

大
学
に
あ
り
、学
生
た
ち
も
積
極
的
だ
っ
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。私
の
役

割
と
し
て
、学
生
と
患
者
さ
ん
た
ち
が
話
せ
る
機
会
の
橋

渡
し
と
な
り
、学
生
の
う
ち
か
ら
難
病
患
者
や
障
が
い
者

の
こ
と
を
知
る
機
会
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

看
護
学
生
が
知
る
こ
と
は
、将
来
、医
療
者
側
に
意
見
が

伝
わ
る
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
テ
ー
マ
は
、リ
ウ
マ
チ
患
者
の
口
腔
ケ
ア
で
、「
関
節
リ

ウ
マ
チ
患
者
に
向
け
た
、口
腔
ケ
ア
介
入
モ
デ
ル
の
構
築
と

介
入
効
果
及
び
妥
当
性
の
検
証
」と
い
う
研
究
に
取
り
組

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。科
学
研
究
費
の
申
請
が
下
り
た

と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、ま
だ
こ
れ
か
ら
の
段
階
な
の

で
す
が
。看
護
師
時
代
か
ら
、口
腔
ケ
ア
は
と
て
も
大
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
の
中
に
は
歯

ブ
ラ
シ
で
し
っ
か
り
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
こ
と
が
難
し
い
人

も
い
ま
す
。口
腔
ケ
ア
を
丁
寧
に
行
い
歯
周
病
予
防
す
る

こ
と
が
治
療
に
役
立
つ
と
い
う
研
究
も
さ
れ
て
お
り
、セ
ル

フ
ケ
ア
の
介
入
は
大
事
だ
と
思
って
い
ま
す
。

昨
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
岩
本
先
生
の
講
演
※
の
中
で
、ヘ

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。患
者
自

身
も
正
し
く
情
報
を
得
て
の
意
思
決
定
が
大
事
だ
と
。看

護
師
の
仕
事
の
大
き
な
役
割
の一つ
は
、意
思
決
定
支
援
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。学
生
が
陥
り
が
ち
な
の
は
、患
者
さ
ん

の
背
景
を
十
分
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
な
い
ま
ま
、「
こ
う
い

う
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
」と
指
導
し
た
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
。そ
れ
よ
り
も
患
者
さ
ん
の
理
解
度
に
応
じ

て「
ご
自
身
で
取
り
組
ま
れ
る
に
当
た
っ
て
、工
夫
で
き
そ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」と
自
ら
行
動
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
声
掛
け
が
大
切
で
す
。患
者
が
自
分
で
で
き
る

か
ど
う
か
を
問
い
、患
者
自
身
に
決
め
て
も
ら
う
。学
ん

だ
知
識
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、患
者
が
今
、何
に
悩

ん
で
い
る
の
か
、そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
ど
う
い
う
こ
と

が
必
要
な
の
か
を
、常
に
考
え
ら
れ
る
看
護
師
を
育
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀川 新二 さん
プロフィール

2001年長崎大学医療技術
短期大学部看護学科卒業。
02年医療法人白十字会（現：
社会医療法人財団白十字会）
白十字病院、06年社会医療
法人財団白十字会 佐世保中
央病院勤務。看護師を続けな
がら12年長崎大学大学院医
歯薬学総合研究科保健学専
攻修士課程修了。13年4月より
活水女子大学看護学部看護
学科教員。15年の第22回九州
学習会からVHO-netに参加。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
、

教
え
て
く
だ
さ
い

VHO-net 第30回九州学習会（2019年）より　

※本誌P.3～4に掲載
10　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       9 まねきねこ第61号



ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会

活 動 紹 介

第
34
回
北
陸
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
回
を
重
ね
て
き
た「
防
災
対
策
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、富
山
県
後
縦
靭

帯
骨
化
症
患
者
家
族
会
の
渡
辺
國
臣
さ
ん

が「
自
然
災
害
発
生
時
の
心
構
え
や
支
援
状

況
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。学
習
会
で
の
学
び
を
受
け
、改
め
て
自

身
が
住
ん
で
い
る
富
山
県
射
水
市
の
行
政
や

地
域
の
防
災
対
策
の
詳
細
を
調
べ
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
。高
齢
者
や
障
が
い

者
を
対
象
と
し
た「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」の
存
在
や
、民
生
委
員
と
協
力
し
て
の

日
頃
か
ら
の
見
守
り
活
動
、指
定
避
難
場

所
、福
祉
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
に
つ
い
て

知
り
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
。常
日
頃

か
ら
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
か

を
考
え
、地
域
住
民
や
地
域
組
織
と
の
つ
な
が

り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
を
受
け
て
の
討
論
で
は
、参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、

情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、「
車
い
す
や
一

人
暮
ら
し
の
会
員
が
団
体
内
に
多
い
。早
め

早
め
の
対
応
と
情
報
収
集
が
大
事
だ
と
感

じ
た
」「
自
分
の
住
む
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を

確
認
し
た
い
」「
前
回
の
学
習
会
で〝
い
の
ち
の

バ
ト
ン
〞（
医
療
情
報
や
緊
急
連
絡
先
を
記

載
し
た
用
紙
を
筒
に
入
れ
冷
蔵
庫
に
保
管
）

を
知
り
、自
分
の
患
者
団
体
に
紹
介
し
実
践

を
呼
び
か
け
た
」「
今
ま
で
無
関
心
だ
っ
た

が
、話
を
聞
い
て
自
分
の
市
の
状
況
を
早
速

確
認
し
た
い
。と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」な
ど

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
参
加
者
か
ら
災
害
時
の
講

習
会
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
、防
災
に
取

り
組
む
前
向
き
な
姿
勢
を
確
認
し
た
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
27
回
東
海
学
習
会
が
、会
場
参
加
7
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
7
名
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。名
古
屋
都
市
セ
ン

タ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
結
ぶ
初
の
試

み
で
、接
続
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
環

境
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、静
岡
県
浜
松
市
の
聖
隷
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョン
三
ケ
日
の
作
業
療
法
士
、國
塚

裕
太
さ
ん
が「
重
度
難
病
患
者
の
I
C
T
活

用
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
社
会
参
加
」と

題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。A
L
S
在
宅

療
養
者
を
対
象
に
、社
会
参
加
が
行
え
る

よ
う
に
な
る
ま
で
の
過
程
や
背
景
を
調
査
、

研
究
。そ
の
結
果
、「
同
病
者
と
の
出
会
い
」

「
安
心
・
安
全
な
ケ
ア
」「
人
の
役
に
立
ち
た

い
」と
い
う
共
通
点
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
。

そ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
I
C
T
の

活
用
も
有
効
で
、治
療
や
制
度
な
ど
の
情
報

が
得
ら
れ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
S
N
S
へ
の
接

続
方
法
、意
思
伝
達
装
置
な
ど
の
機
器
を
使

い
、寝
た
き
り
の
状
態
で
あ
っ
て
も
社
会
参

加
が
で
き
る
機
会
が
増
え
て
い
け
ば…

と

結
び
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
、意
見
交
換
で
は
、「
と

て
も
重
要
な
研
究
だ
と
思
っ
た
」「
重
度
難
病

患
者
の
専
属
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
が
難
し
い
」

「
I
C
T
の
導
入
で
は
、使
い
こ
な
せ
な
い
人
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ど
う
す
る
の
か
？
」「
エ
ビ
デ

ン
ス
だ
け
で
な
く
、心
の
ケ
ア
も
含
め
て
当
事

者
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大

事
」な
ど
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

車
い
す
で
参
加
予
定
だ
っ
た
方
が
当
日
の
雨

天
に
よ
り
急
遽
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
さ
れ
た

り
、ま
た
入
院
先
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も

2
名
あ
り
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
の
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
た
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

第34回
北陸学習会

（
2
0
2
2
年 

8
月
27
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
。

I
C
T
活
用
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と

社
会
参
加
に
つ
い
て
議
論
を
行
う

第27回
東海学習会

（
2
0
2
2
年 

11
月
13
日 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

参加団体
■日本ALS協会 富山県支部
■富山IBD
■富山県後縦靭帯骨化症患者家族会
■わかち会（とやまSCD・MSA友の会）
■石川県OPLL友の会
■全国パーキンソン病友の会 石川県支部
■ハレバレ会
■新潟脊髄小脳変性症・多系統萎縮症
　友の会マイマイ
■いしかわSCD・MSA友の会
■ベーチェット病友の会 富山県支部

参加団体
■NPO法人 愛知県難病団体連合会
■全国心臓病の子どもを守る会 長野県支部
■CMT友の会
■ポリオ友の会東海
■東海脊髄小脳変性症友の会
■難治性疼痛患者支援協会 ぐっどばいペイン
■もやもや病の患者と家族の会
　（もやの会） 中部ブロック
■愛知県脊柱靭帯骨化症患者・家族友の会
　（あおぞら会）
■日本筋ジストロフィー協会 愛知県支部
■glut1異常症患者会
■SBMAの会（球脊髄性筋萎縮症）
■（公社）やどかりの里

自
然
災
害
発
生
時
の
心
構
え
や
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
支
援
状
況
に

つ
い
て
討
論
を
す
る
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活動紹介 第59回（2022）
地域でのネットワークを広げ、情報やノウハウを共有し、活動を充実させていこうとする、各地での取り組みをレポート

第
41
回
東
北

学
習
会
が
、仙

台
市
青
年
文

化
セ
ン
タ
ー
を

会
場
と
し
て
、

対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
と
のハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
個
人
参
加

に
加
え
、複
数

で
1
回
線
を
利

用
す
る
サ
テ
ラ

イ
ト
方
式
で
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
よ
り
よ
く
暮
ら
せ
る
た
め

に
、い
ろ
い
ろ
な
社
会
資
源
等
の
活
用
に
つ
い

て
」。ま
ず
、社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
宮
城

県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
障
害
年
金
相

談
を
担
当
し
て
い
る
坂
本
祐
一さ
ん
が「
公
的

年
金
の
基
本
講
座
」と
し
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。坂
本
さ
ん
は
、老
齢
年
金
や
遺
族
年

金
、障
害
年
金
の
概
要
、予
定
さ
れ
て
い
る
障

害
年
金
の
改
正
、生
活
保
護
と
障
害
年
金
の

関
係
な
ど
を
詳
し
く
解
説
。そ
の
後
、会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョンへ
。そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
自
分

自
身
の
経
験
や
疑
問
点
に
加
え
、団
体
リ
ー

ダ
ー
や
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

と
し
て
相
談
に
対
応
す
る
際
の
課
題
な
ど
が

熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、「
障
害
年
金
に
つい
て
理

解
が
不
足
し
て
い
る
ハロ
ー
ワ
ー
ク
や
福
祉
事

務
所
が
あ
る
」「
自
分
た
ち
も
理
解
が
不
足
し

て
い
る
」「
年
金
や
障
害
に
つい
て
学
校
教
育
の

中
で
学
ぶ
こ
と
が
必
要
」「
医
師
の
診
断
が
障

害
年
金
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
」な
ど
の
意

見
が
紹
介
さ
れ
、坂
本
さ
ん
か
ら
は「
医
師
に

よって
障
害
年
金
の
認
識
が
異
な
り
、ま
た
年

金
事
務
所
の
職
員
も
障
害
年
金
に
つ
い
て
は

知
識
に
差
が
あ
る
。障
害
年
金
を
専
門
と
す

る
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
に
相
談
し

て
ほ
し
い
」と
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、運
営
委
員
の
星
顯
さ
ん（
仙
台
ポ
リ

オ
の
会
）は
、「
複
雑
な
仕
組
み
な
の
で
、我
々

も
年
金
に
関
し
て
基
本
的
な
知
識
を
も
ち
、

専
門
家
に
相
談
し
な
が
ら
、粘
り
強
く
対
応

し
た
い
」と
述
べ
、理
事
の
松
下
年
子
さ
ん（
横

浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
）が「
多
く
の
学
び
が

あ
っ
た
。年
金
制
度
に
つ
い
て
学
校
教
育
が
必

要
な
時
代
と
い
う
視
点
も
興
味
深
い
」と
ま

と
め
て
学
習
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

（
2
0
2
2
年 

11
月
19
日 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

第
20
回
北
海
道
学
習
会
が「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」

を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、生
と
死
を
考
え
る
会
全
国
協
議
会

会
長
で
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所

名
誉
所
長
の
高
木
慶
子
さ
ん
が
、「
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
と
は 

〜
特
に
、愛
す
る
家
族
や
親
し

い
友
人
と
の
死
別
後
の
悲
嘆
に
つ
い
て
〜
」を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。長
年
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
携
わ
っ
て
き

た
高
木
さ
ん
は
、自
ら
の
経
験
を
盛
り
込
み

な
が
ら
、「
悲
嘆
と
は
何
か
」「
地
域
社
会
が

希
薄
と
な
る
中
で
悲
嘆
に
つ
い
て
の
知
識
や

悲
嘆
者
へ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
」「
悲
嘆
の
あ
る
人
へ
の
寄
り
添
い

方
」「
尊
敬
と
信
頼
を
も
つ
こ
と
が
大
切
」な

ど
、グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
基
本
に
つい
て
解
説
。ヘ

ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

動
す
る
参
加
者
へ
の
感
謝
や
労
り
の
言
葉
も

あ
り
、心
温
ま
る
雰
囲
気
の
中
で
の
学
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

講
演
を
受
け
た
意
見
交
換
で
は「
団
体
と
し

て
、悲
嘆
の
人
を
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
が
課

題
」「
自
分
の
内
面
に
関
す
る
話
な
の
で
、オ
ン

ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
が
活
か
さ
れ
た
気
が
す

る
」「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
携
わ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、と
て
も
い
い
機
会
に
な
っ
た
」「
日
々
の
忙
し

さ
の
中
で
処
理
で
き
て
い
な
か
っ
た
悲
し
み
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
見
え
な
い
も
の

を
見
る
能
力
を
養
って
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

気
づ
か
さ
れ
た
」な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

V
H
O-

ne
t
理
事
の
阿
部
一
彦
さ
ん（
仙
台

市
障
害
者
福
祉
協
会
）は
、「
素
晴
ら
し
い
企

画
だ
っ
た
。健
康
の
喪
失
に
よ
る
悲
嘆
に
も

言
及
さ
れ
、団
体
で
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
重

要
性
を
改
め
て
確
認
し
た
。高
齢
化
社
会
で

孤
独
や
孤
立
は
社
会
全
体
の
問
題
。尊
敬
と

信
頼
の
心
で
人
を
見
守
る
こ
と
が
社
会
の
中

で
共
有
で
き
れ
ば
と
思
う
」と
総
括
。今
回

は「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
び
た
い
」と
他
地
域

か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。と
も
に
活
動

し
て
き
た
仲
間
を

見
送
っ
た
り
、遺
族

の
相
談
に
対
応
し

た
り
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
団
体

リ
ー
ダ
ー
に
と
って
、

心
に
響
く
学
習
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
ぶ
第
一
歩
と
し
て

高
木
慶
子
さ
ん
の
講
演
を
実
施

第20回
北海道学習会

（
2
0
2
2
年 

11
月
20
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

第41回
東北学習会

公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
講
演
を
開
催

当
事
者
に
必
要
な
社
会
資
源
に
つ
い
て
学
ぶ

参加団体
■岩手県腎臓病の会
■患者会ピンクのリボン
■全国膠原病友の会 岩手県支部・福島県支部
■全国心臓病の子どもを守る会 岩手県支部
■線維筋痛症友の会
■仙台ポリオの会
■NPO法人 日本プラダー・ウィリー症候群協会
　（PWSA Japan）
■福島県難病団体連絡協議会
■乳腺患者会 プリティふらわぁ
■後縦靱帯骨化症友の会
■NPO法人 宮城県患者・家族団体連絡協議会

参加団体
■北海道ターナー症候群家族会
　ライラックの会
■北のポリオの会
■日本ハンチントン病ネットワーク（JHDN）
■わかち会（とやまSCD・MSA友の会）
■（社福）仙台市障害者福祉協会
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ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会

活 動 紹 介

第
37
回
九
州
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、前
回
学
習
会
で
紹
介
し
た

「
G
o
o
g
le
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
」に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
。使
用
し
た
人
か

ら
は「
こ
ん
な
に
簡
単
に
集
計
が
で
き
る
こ
と

に
驚
い
た
」と
の
声
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、今
回
の
テ
ー
マ「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
活
動
状
況
」へ
。

N
P
O
法
人
C
o
c
o
音（
こ
こ
っ
と
）の
山
本

美
裕
紀
さ
ん
が「
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

C
o
c
o
音
の
が
ん
教
育
」と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。看
護
学
校
在
学
中
に
口
腔
が

ん
を
発
症
、治
療
後
、看
護
師
と
な
り
、小

学
校
を
中
心
に
が
ん
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た

8
年
間
の
活
動
を
紹
介
。語
り
手
の
養
成
講

座
や
、教
育
委
員
会
や
養
護
教
諭
を
対
象
に

し
た
模
擬
授
業
の
実
施
、ネ
ッ
ト
環
境
の
確

保
や
動
画
授
業
の
配
信
、ス
ラ
イ
ド
製
作
の

工
夫（
背
景
の
色
や
適
し
た
フ
ォ
ン
ト
）、感

想
は
手
書
き
に
こ
だ
わ
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
紹
介
さ
れ
、「
感
動
さ
せ
る
こ
と
で

は
な
く
、子
ど
も
た
ち
が
感
じ
、考
え
、気

が
つ
き
、行
動
に
つ
な
げ
る
、生
き
る
力
を
重

視
し
た
が
ん
教
育
を
目
指
し
て
い
る
」と
結

び
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、2
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
議
論
へ
。ま
と
め
の
発
表
か
ら
は
、

「
が
ん
教
育
は
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
が
、難

病
に
つい
て
話
し
た
い
と
い
う
と
躊
躇
さ
れ
が

ち
」「
が
ん
に
関
す
る
こ
と
を
導
入
に
用
い
、

命
の
大
切
さ
を
話
す
こ
と
で
難
病
の
話
に
も

つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
は
」「
Q
R
コ
ー
ド
の
活

用
な
ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
テ
ク
ニッ
ク
が
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」「
教
育
の
大
切
さ
を
実
感

し
、子
ど
も
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
」な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
、多
く
の
気

づ
き
を
得
た
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
52
回
関
西
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
前
回
を
踏
襲
し
、「
合
同

講
演
会
を
目
指
し
て
の〝
模
擬
合
同
講
演

会
〞の
実
施
と
内
容
の
検
討
」で
す
。前
回
の

模
擬
合
同
講
演
会
の
感
想
や
改
良
点
を
取

り
入
れ
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
奈
良
県

立
医
科
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
特
任
講

師
の
岡
本
左
和
子
さ
ん
が
、講
演
会
の
趣

旨
、対
象
者
は
医
療
・
学
校
関
係
者
、親
の

友
人
・
知
人
も
含
む
子
ど
も
の
周
り
に
い
る

人
々
を
想
定
、演
者
で
あ
る
3
つ
の
患
者
団

体
の
共
通
項
が「
心
臓
病
」で
あ
る
こ
と
を

説
明
。そ
の
後
、全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を

守
る
会
、日
本
ア
ラ
ジ
ー
ル
症
候
群
の
会
、

子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
族
の
会 

小
さ
な
い

の
ち
の
3
名
が
演
者
ご
と
に
20
分
の
講
演
を

行
い
ま
し
た
。疾
患
の
説
明
か
ら
、家
族
の

葛
藤
、周
囲
に
い
る
人
た
ち
に
望
む
こ
と
、ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
の
大
切
さ
な
ど
を
述
べ
、最
終

演
者
が
全
体
の
ま
と
め
役
と
し
て
、「
患
者
・

家
族
を
見
守
る
応
援
団
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

感
想
で
は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
定
と

最
後
の
ま
と
め
が
入
り
、前
回
の
発
表
よ
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
強
く
な
っ
た
」「
難
病
の
あ
る

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
感

動
し
た
」「
心
臓
病
は
医
療
用
語
が
一
般
の
人

に
は
難
し
い
。イ
ラ
ス
ト
を
工
夫
し
て
は
」な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
V
H
O-

ne
t
監
事
、富
山
大
学
人

文
学
部
教
授
の
伊
藤
智
樹
さ
ん
が
、「
完
成

さ
れ
た
3
本
の
講
演
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
模

擬
合
同
講
演
会
だ
っ
た
。医
療
福
祉
面
の
制

度
や
、教
育
機
関
と
の
折
衝
、希
少
疾
患
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
マッ
チ
ン
グ
で
の
合
同
講
演

会
が
で
き
る
可
能
性
を
感
じ
た
」と
結
び
、

学
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

第37回
九州学習会

（
2
0
2
2
年 

11
月
23
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

「
合
同
講
演
会
」を
目
指
し
、

心
臓
病
を
共
通
項
と
し
た

3
団
体
に
よ
る
模
擬
合
同
講
演
会
を
実
施

第52回
関西学習会

（
2
0
2
2
年 

11
月
26
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
、子
ど
も
た
ち
へ
の

が
ん
教
育
活
動
の
講
演
を
受
け
て
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う

参加団体
■（公社）日本リウマチ友の会 
　 鹿児島支部・熊本支部
■くまもとぱれっと（長期療養中
　の子どもと暮らす家族の会）
■SCDスマイルクラブ
■九州IBDフォーラム 熊本IBD
■再発性多発軟骨炎（RP）
　患者会
■認定NPO法人 アンビシャス

参加団体

■腎性尿崩症友の会
■日本ハンチントン病ネットワーク（JHDN）
■子どもを亡くした家族の会 小さないのち
■日本アラジール症候群の会
■NPO法人 ひょうごセルフヘルプ支援センター
■しらさぎアイアイ会 網膜色素変性症&
　類似疾患の患者、家族の会
■全国心臓病の子どもを守る会 奈良県支部
■（一社）全国膠原病友の会
■膵島細胞症患者の会
■全国膠原病友の会 高知支部
■（公社）日本オストミー協会 横浜市支部

14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　                                    13



活動紹介 第59回（2022）
地域でのネットワークを広げ、情報やノウハウを共有し、活動を充実させていこうとする、各地での取り組みをレポート

第
50
回
関
東
学
習
会
が「
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン

グ（
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
）〜
私
を
整
え
る
時

間
を
つ
く
ろ
う
」を
テ
ー
マ
に
、公
認
心
理
師

の
汐
中
義
樹
さ
ん
を
講
師
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、ヘ
ル
ス

ケ
ア
関
連
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
は
、個
人
と
し

て
の
影
響
に
加
え
、団
体
運
営
上
で
も
多
く

の
悩
み
や
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ス
ト
レ
ス
課
題
の
対
処
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

学
習
会
は
、ま
ず
汐
中
さ
ん
が
進
行
役
と

な
り
、参
加
者
に
よ
る
事
例
発
表
、事
例

を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、さ
ら
に
、

全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を

共
有
す
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
3
例

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
み
ら
れ
る
風
潮
へ
の
ス
ト
レ
ス

　（
無
償
で
活
動
を
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
）

●
メ
ン
バ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
か
し
方
、活
用
の

　
仕
方（
対
面
の
活
動
が
で
き
ず
、会
員
の
協
力

　
が
得
に
く
い
）

●
仕
事
や
生
活
と
、団
体
運
営
の
両
立
の
難
し
さ

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
同
様
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
」と
の
共

感
や
、「
一
人
の
負

担
を
重
く
し
な

い
」「
新
た
な
活

動
を
す
る
と
き

は
、今
ま
で
の
活

動
を
見
直
す
」な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

工
夫
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、汐
中
さ

ん
が
ス
ト
レ
ス

コ
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い

て
講
義
を
実
施
。

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
も
紹
介
し
な
が
ら
、ス
ト
レ
ス
に
対

す
る「
笑
い
」の
効
果
や
、コ
ー
ピ
ン
グ
の
種
類
、

団
体
運
営
に
必
要
な
チ
ー
ム
ワ
ー
キ
ン
グ
、

タ
イ
プ
別
の
効
果
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。ま
た
、「
参

加
者
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、ス
ト
レ
ス

対
処
の
引
き
出
し
を
増
や
す
こ
と
、と
も
に

考
え
、と
も
に
前
向
き
に
な
る
こ
と
」と
の

今
回
の
目
的
を
改
め
て
確
認
し
、学
び
を
団

体
運
営
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
結
び
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
い
う
誰
に
も
か
か
わ

り
の
深
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
学
習
会
は
、

団
体
リ
ー
ダ
ー
が
悩
み
や
課
題
解
決
を
共

有
し
て
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
し
て
い
く
と
い
う

V
H
O-

ne
t
の
原
点
と
も
言
え
る
取
り
組

み
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
2
0
2
2
年 

12
月
4
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

第
42
回
沖
縄
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。テ
ー
マ
は
前
回
に
引
き
続
き
、「
〜
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

を
目
指
し
て
〜
I
T
機
器
を
活
用
し
た

取
り
残
し
の
な
い
支
援
」で
す
。テ
ー
マ
に

基
づ
き
、九
州
I
B
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
熊
本

I
B
D
の
長
廣
幸
さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま

し
た
。メ
ー
ル
や
電
話
、紙
媒
体
で
の
広
報

誌
の
発
行
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
が
主
体
だ
っ
た

活
動
が
、コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
I
T
活
用
へ

と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
こ
と
。マ
ン
・
ツ
ー
・

マ
ン
や
グ
ル
ー
プ
で
接
続
な
ど
の
学
習
を
し

て
い
る
が
、全
会
員
に
は
及
ば
な
い
こ
と
。

ま
た
、G
o
o
g
l
e
フ
ォ
ー
ム
を
マ
ス
タ
ー

す
る
こ
と
で
、名
簿
管
理
や
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
な
ど
大
量
の
事
務
作
業
が
瞬
時
に
片
づ

く
よ
う
に
な
り
、事
務
処
理
時
間
を
他
の

作
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
、世
代
交
代
時
で
の

負
担
が
減
る
と
期
待
し
て
い
る
。熊
本
市
で

は
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
I
T
技
術
を
教
え
る
団
体
が
あ

り
、行
政
が
窓
口
と
な
り
つ
な
げ
て
く
れ

る
。皆
さ
ん
も
行
政
に
相
談
し
て
み
る
こ
と

を
す
す
め
る
と
結
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー

プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ
。ま
と
め
の
発
表
で
は
、「
相

談
業
務
で
は
、メ
ー
ル
や
L
I
N
E
で
は
表

情
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、回
答
は
慎
重
に
す

る
べ
き
」「
I
T
化
で
取
り
残
さ
れ
る
人
が
増

え
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。紙
媒
体
も
大
切
に

し
た
い
」「
I
T
ス
キ
ル
に
よ
っ
て
団
体
運
営
が

格
段
に
ア
ッ
プ
す
る
。苦
手
の
壁
を
破
る
お

手
伝
い
を
み
ん
な
で
し
て
い
き
た
い
」な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、沖
縄
学
習
会
で
は
、全
地
域
の
学
習

会
メ
ン
バ
ー
へ
参
加
を
呼
び
か
け
、今
回
は
北

陸
、関
西
、中
・
四
国
学
習
会
か
ら
3
名
が

議
論
に
加
わ
り
、充
実
し
た
学
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

I
T
機
器
活
用
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
、

取
り
残
し
の
な
い
支
援
に
つ
い
て
話
し
合
う

第42回
沖縄学習会

（
2
0
2
2
年 

12
月
3
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

第50回
関東学習会

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
を
学
び

団
体
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
課
題
を
共
有

参加団体

■認定NPO法人 アンビシャス
■全国膠原病友の会 沖縄県支部
■日本ALS協会 沖縄県支部
■全国脊髄損傷者連合会
　沖縄県支部
■わかち会
　（とやまSCD・MSA友の会）
■NPO法人 ひょうごセルフヘルプ
　支援センター
■全国膠原病友の会 高知支部
■九州IBDフォーラム 熊本IBD

参加団体
■あけぼの埼玉
■あけぼの新潟
■CFS（慢性疲労症候群）
　支援ネットワーク
■CMT友の会
■（公社）全国脊髄損傷者連合会
■NPO法人 日本オスラー病患者会
■日本ハンチントン病ネットワーク
　（JHDN）
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活動紹介 第59回（2022）
ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会

2
0
2
1
年
12
月
末
に
V
H
O-

n
e
t
が

一
般
社
団
法
人
の
法
人
格
を
取
得
し
ま
し

た
の
で
、2
0
2
2
年
度
は
、実
質
活
動

初
年
度
と
な
り
ま
し
た
。依
然
コ
ロ
ナ
禍

で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
を
主
と
し
て
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
の

地
域
学
習
会
を
行
い
、年
に
１
度
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
を
い
た
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は

「
V
H
O-

n
e
t
新
た
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
」〜
私
た
ち
の
声
を
社
会
に
〜
。

①
患
者
の
声
を
医
療
に
活
か
す
　

②
患
者
の
声
を
社
会
に
活
か
す
　

③
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む

の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
議
論
を
行
い
ま
し

た（
会
場
参
加
者
26
名
、オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

者
31
名
、計
57
名
）。

新
し
い
事
業
と
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
を
推
進
す
る
た
め
の
助
成
制
度

（
V
H
O-

n
e
t
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
創

設
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
必
要
な
備
品
購
入

の
た
め
の
助
成
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社
と
の
共
催
に
よ
り
、

「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
体
験
学
習
型
セ
ミ

ナ
ー
」と「
疾
患
啓
発
勉
強
会
」を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
視
点
で
の
勉
強
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、初
め
て
の
企
画
と
し
て
、フ
ァ
イ

ザ
ー
全
社
員
参
加
対
象

の
イ
ベ
ン
ト
に
V
H
O-

n
e
t
の
メ
ン
バ
ー
も

参
加
、

“
P
atien

ts in 
F
O
C
U
S
 2
0
2
2
”

を

開
催
し
、フ
ァ
イ
ザ
ー

の
代
表
取
締
役
社
長
と

メ
デ
ィ
カ
ル
本
部
長
、そ

し
て
V
H
O-

n
e
t
の
代
表
理
事
、理
事

が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、双

方
の
立
場
か
ら
発
言
を
し
て
、よ
り
良
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
議
論
し

ま
し
た
。

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
担
当
委
員
会
を
発
足
し
、

V
H
O-

n
e
t
内
の
D
X
推
進
の
準
備
、

今
後
の
社
会
へ
の
発
信
も
視
野
に
入
れ
た

活
動
も
始
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
部
の
団
体
と
の
協
働
で
は
、

V
H
O-

n
e
t
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、

一
般
社
団
法
人 

医
療
開
発
基
盤
研
究
所

（
J
i
4
p
e
）の
協
力
を
得
て
、患
者
力

向
上
を
目
的
と
し
た
医
薬
品
開
発
の
仕

組
み
や
組
織
運
営
を
体
系
的
に
学
ぶ
機

会
を
創
出
し
、外
部
の
研
修
に
自
己
負
担

を
少
な
く
受
講
で
き
る
仕
組
み
を
確
立

し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。

2
0
2
3
年
度
も
積
極
的
に
新
し
い
取
り

組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

一般社団法人 ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会（VHO-net）    2022年度の活動報告

第
8
回
中
・
四
国
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。2
0
2
2
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、「
医
学

研
究
への
患
者
・
市
民
参
画（
P
P
I
）を
学
ぶ
」

に
則
っ
て
、難
病
サ
ポ
ー
ト
fa
m
i
l
i
a

や
ま
ぐ
ち
の
岩
屋
紀
子
さ
ん
が
、「
私
に
と
っ

て
の
P
P
I
〜
学
び
と
実
践
〜
」と
題
し
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
が
、先
天
性
血
栓

性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
と
い
う
難
病
で
あ

り
、2
0
1
9
年
に
国
立
研
究
開
発
法
人 

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構（
A
M
E
D
）発
行

の
P
P
I
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
と
っ
た
時

か
ら
の
、そ
の
学
び
と
実
践
の
過
程
を
紹
介
。

国
際
共
同
治
験
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
疑
問
か
ら
、治
験
と
臨
床
試
験
の
違

い
、研
究
者
か
ら
の
説
明
が
わ
か
ら
な
い
な

ど
、P
P
I
に
参
加
す
る
た
め
に
は
対
話
を

す
る
た
め
の
共
通
言
語
を
学
ぶ
必
要
性
、ま

た
、「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
マ
イ
ン
ド
」で
、

目
的
と
ゴ
ー
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
、「
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
い
う
石
」の一つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が

P
P
I
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
患
者
・

家
族
目
線
で
の
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
説
明

だ
っ
た
。目
の
前
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
い

う
思
い
の
強
さ
が
必
要
」「
ど
う
い
う
こ
と
な

ら
で
き
る
の
か
、視
点
を
変
え
る
こ
と
も
大

事
だ
と
気
づ
い
た
」「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
知
る
、患
者
力
を
も
っ
と
知
り
、

P
P
I
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
き
た
い
」な
ど
、

積
極
的
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

V
H
O-

ne
t
事
務
局
が
、「
V
H
O-

ne
t

で
P
P
I
を
勉
強
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

ぜ
ひ
参
加
し
、そ
こ
で
の
刺
激
や
メ
リ
ッ
ト
を

利
用
し
て
ほ
し
い
」と
結
び
、学
習
会
を
終

え
ま
し
た
。

（
2
0
2
2
年 

12
月
17
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

第8回
中・四国学習会

患
者
・
家
族
の
目
線
に
立
っ
た

P
P
I
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う

参加団体
■全国膠原病友の会
　高知支部・岡山県支部
■難病サポートfamiliaやまぐち
■ミオパチー（筋疾患）の会 オリーブ
■もやもや病の患者と家族の会
　（もやの会） 中国ブロック
■全国パーキンソン病友の会
　広島県支部
■ベーチェット病友の会 香川県支部
■全国脊髄損傷者連合会
　広島県支部
■（一社）全国膠原病友の会
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医
療
過
誤
の
経
験
を

き
っ
か
け
に
、医
療
を
学
ぶ

私
は
、乳
が
ん
検
診
で
の
検
体
取
り
違
え

事
故
の
被
害
者
と
な
り
、検
査
会
社
へ
の

損
害
賠
償
交
渉
を
経
験
し
て
、医
療
過
誤

の
背
景
に
多
様
な
医
療
の
問
題
が
あ
る
こ

と
や
、患
者
の
立
場
は
弱
く
情
報
を
得
に

く
い
こ
と
を
知
り
、「
医
療
過
誤 

原
告
の

会
」に
入
会
し
ま
し
た
。相
談
業
務
な
ど

団
体
の
活
動
に
携
わ
る
中
で
、さ
ま
ざ
ま

な
医
療
事
故
が
あ
る
こ
と
や
、医
療
の
質

の
地
域
格
差
、多
職
種
連
携
の
難
し
さ
な

ど
も
実
感
し
ま
し
た
。そ
し
て
、医
療
安

全
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、医
療
者

や
医
療
に
か
か
わ
る
企
業
と
患
者
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
、患
者
・
市

民
の
医
療
参
画（
P
P
I
）が
必
要
だ
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、私

自
身
、医
療
や
P
P
I
に
つ
い
て
学
び
、視

野
を
広
げ
る
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
て
、

「
認
定
N
P
O
法
人 

さ
さ
え
あ
い
医
療
人

権
セ
ン
タ
ー
C
O
M
L
」の
講
座
で
学
び
、

さ
ら
に
医
薬
品
開
発
を
学
ぶ
た
め
に（一社
）

医
療
開
発
基
盤
研
究
所（
J
i
4p
e
）の

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、医
療
過
誤 

原
告
の
会
の
活
動
の

ほ
か
、大
学
病
院
・
研
究
機
関
の
倫
理
審

査
委
員
会
一
般
委
員
な
ど
を
務
め
て
き
ま

し
た
。現
在
は
J
i
4p
e
の
患
者
・
市
民

向
け
講
座
の
講
師
や
、「（
一
社
）日
本
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
の
医
療
の
質
・
患

者
安
全
委
員
会
」の
外
部
委
員
を
務
め
て

い
ま
す
。同
委
員
会
で
は
、医
療
者
と
患

者
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
改
善
す
る
た
め

に
、「
患
者
安
全
改
善
ガ
イ
ド
」の
作
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、医
療
者
側
に
、

患
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
医
療
安

全
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、P
P
I
が
必
要
と

いっ
た
認
識
が
あ
る
こ
と
に
、希
望
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

与
え
ら
れ
た
機
会
を

積
極
的
に
活
か
す
姿
勢
で

私
は
、活
動
の
中
で
出
会
っ
た
も
の
に
取
り

組
む
う
ち
に
、い
つ
の
間
に
か
P
P
I
の
道

を
走
っ
て
き
た
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

医
療
職
で
は
な
い
私
が
P
P
I
に
関
す
る

講
座
の
講
師
で
よ
い
の
か
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
も
私
に
与
え
ら
れ
た

機
会
と
考
え
て
、常
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
心

が
け
つつ
、同
じ
立
場
の
皆
さ
ん
に
よ
り
良

い
学
び
の
機
会
を
提
供
し
た
い
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。P
P
I
に
関
心
の
あ
る
方
に

は
、学
び
の
場
な
ど
与
え
ら
れ
た
機
会
は

ぜ
ひ
活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

P
P
I
は
医
薬
品
開
発
に
か
か
わ
る
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、私
は
、日
常
的
な

医
療
の
中
に
活
か
さ
れ
て
こ
そ
、患
者
に

得
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。医

療
者
や
製
薬
企
業
も
患
者
の
思
い
や
困

難
さ
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、ま
た

カ
ル
テ
開
示
が
容
易
に
な
る
な
ど
、私
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
改
善
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、ま
だ
患
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
は
課
題
は
多
い
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
、患
者
の
側
も
、現
在
の
医
療
制
度

や
服
薬
情
報
提
供
の
実
現
は
、声
を
上
げ

続
け
て
き
た
患
者
や
団
体
の
活
動
の
成
果

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、貴
重
な
情
報

を
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
知
識
や

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。医
療
者
や
企
業

と
、患
者
市
民
が
お
互
い
に
理
解
し
合
い

な
が
ら
、新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
時

代
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

医療安全の視点から
コミュニケーションの
向上を目指す 医療過誤 原告の会

井上 恵子 さん

井上 恵子 さん プロフィール
医療過誤をきっかけに、医療安全を推進することで医療の質を高める
ことを目指して活動に取り組む。「医療過誤 原告の会」役員、（一社）
医療開発基盤研究所（Ji4pe）社員、認定NPO法人 大阪精神医
療人権センター会員、（一社）日本医療安全学会会員など。Ji4peでは、
患者・市民のための人材育成コース（患者市民の考える医療コミュ
ニケーション）、倫理審査委員育成コースの講師を担当。

※PE=Public Engagement（公共関与）

知る・学ぶ・実践する PPI

第3回

医学研究・臨床試験を身近に捉え、医療への関心を高める取り組みとして
注目される患者・市民参画「PPI（Patient and Public Involvement）」。
今回は、自ら医療過誤の被害者となったことをきっかけに、医療安全の背景
にある医療の課題に目を向け、患者・市民の立場から活動する井上恵子さ
んに、これまでの経緯や医療参画への思いをお聞きしました。

PPIの学びの場
（一社）医療開発基盤研究所（Ji4pe.tokyo）
体系的な人材育成PEエキスパート学習コース
https://ji4pe.tokyo/intro-course.html
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患者の力患者の力
創
造
的
な
活
動
を
す
る
た
め
の

ソ
ー
ス
原
理
と
患
者
会

筆  者

慶應義塾大学 名誉教授

加藤 眞三 さん

※ピーター・カーニック
　「ソース原理」の提唱者・創始者。スイスのチューリッヒを活動拠点とし、「ソースワーク＆マネーワーク」 などのワークショップを開催。
　ジュネーブでMBAを取得した後、企業の管理職向けのトレーニング、リーダーシップ教育、戦略立案プロセスを支援するビジネスを展開。

は
じ
め
に

　

前
回
、人
類
が
迎
え
る
新
し
い
時
代
の
組
織
の
あ
り
方
、

テ
ィ
ー
ル
組
織
に
つい
て
述
べ
ま
し
た
。テ
ィ
ー
ル
組
織
と
は
、

構
成
す
る
人
が
自
律
的
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が

個
性
を
発
揮
し
、し
か
も
全
体
性
を
保
ち
、組
織
の
存
在

目
的
を
も
っ
て
い
る
組
織
で
あ
り
、お
互
い
に
オ
ー
プ
ン
な

関
係
性
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
す
     1）
。

　

確
か
に
、こ
ん
な
組
織
が
で
き
れ
ば
理
想
的
だ
と
は
考

え
ま
す
が
、そ
ん
な
組
織
が
本
当
に
実
現
可
能
だ
ろ
う
か

と
懐
疑
的
で
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、テ
ィ
ー
ル
組
織

は
理
論
や
空
想
で
創
っ
た
も
の
で
は
な
く
、フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

ラ
ル
ー
が
現
実
の
社
会
に
す
で
に
出
現
し
て
い
る
組
織
を

分
析
し
て
報
告
し
た
も
の
で
す
。で
は
、ど
う
す
れ
ば

テ
ィ
ー
ル
組
織
は
実
現
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
関
心
を

わ
た
し
は
も
ち
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
ル
組
織
と

ソ
ー
ス
原
理
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
、天
外
伺
朗
著
の『
実
存
的

変
容 

人
類
が
目
覚
め
、テ
ィ
ー
ル
の
時
代
が
来
る
』で
し

た
   2）
。テ
ィ
ー
ル
の
時
代
を
迎
え
る
た
め
に
は
、リ
ー
ダ
ー

の
意
識
の
変
容
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
「
そ
う
だ
ろ
う
、や
は
り
、先
に
人
が
変
わ
ら
な
い
こ
と

に
は
、そ
ん
な
組
織
が
成
功
す
る
わ
け
は
な
い
」と
わ
た
し

は
納
得
し
ま
し
た
。実
存
的
変
容
に
関
心
を
も
ち
、天
外

氏
の
活
動
を
調
べ
て
み
る
と
、「
テ
ィ
ー
ル
組
織
と
ソ
ー
ス

原
理
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
」と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
が
告

知
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ソ
ー
ス
原
理
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら

な
い
ま
ま
に
、こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
申
し
込
み
、参
加
し

て
み
た
の
で
す
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
は
、ラ
ル
ー
の『
テ
ィ
ー
ル
組
織
』

の
解
説
を
し
た
嘉
村
賢
州
氏
を
は
じ
め
、ソ
ー
ス
原
理
の

本
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
い
る
山
田
裕
嗣
氏
、青
野
英
明
氏

も
参
加
し
て
い
る
と
い
う
贅
沢
な
布
陣
で
し
た
。6
回
の

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
ま
だ
3
回
し

か
受
講
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、新
し
く
知
っ
た
り
、考
え

さ
せ
ら
れ
た
り
、得
ら
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。こ
こ
で
は
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を
簡
単
に

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

テ
ィ
ー
ル
組
織
を

目
指
し
た
組
織
は
失
敗
す
る

　

ま
ず
、最
初
に
驚
か
さ
れ
た
の
は
、日
本
で
テ
ィ
ー
ル
組

織
を
目
指
し
て
活
動
し
た
組
織
は
失
敗
し
て
い
る
と
い
う

事
実
で
し
た
。み
ん
な
が
平
等
で
フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
を
言
い

合
え
る
民
主
的
な
組
織
、「
ラ
ル
ー
の
グ
リ
ー
ン（
民
主
的

な
）組
織
」は
、組
織
の
活
動
が
停
滞
し
や
す
く
な
り
、あ

ま
り
う
ま
く
動
か
な
い
と
い
う
の
で
す
。

　

患
者
会
の
世
話
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
に
も
、自
分

た
ち
の
組
織
の
運
営
の
仕
方
で
悩
ん
で
い
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ワ
ン
マ
ン
な
運
営
で
は
い
け
な
い
し
、

民
主
的
で
平
等
に
や
ろ
う
と
す
る
と
組
織
が
動
か
な
い
と

い
う
ジ
レ
ンマ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
た
し
自
身
、最
近
自
分
が
呼
び
か
け
て
開
催
し
て
い

る
会
の
活
動
に
停
滞
感
を
感
じ
始
め
て
い
た
の
で
す
。で

き
る
だ
け
民
主
的
な
運
営
で
行
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
て
、自
分
自
身
を
あ
ま
り
前
に
出
さ
な
い
よ
う
に
と

意
識
を
し
て
、会
を
運
営
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
よ
う

な
失
敗
を
し
な
い
た
め
の
秘
訣
が
、ソ
ー
ス
原
理
で
あ
っ
た

の
で
す
。わ
た
し
は
、こ
の
十
年
以
上
の
間
違
っ
た
思
い
込

み
か
ら
叩
き
起
こ
さ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

ソ
ー
ス
原
理
と
は

　

こ
れ
ま
で
ソ
ー
ス
原
理
に
つ
い
て
全
く
知
識
が
な
く
、そ

れ
は
経
営
者
の
た
め
の
も
の
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し
て
、ソ
ー
ス
原
理
は
、創
造
的
な
活

動
を
す
る
組
織
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　
ソ
ー
ス
原
理
は
、2
0
1
0
年
頃
に
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ー

ニッ
ク
※
が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
弟
子
に
当
た
る

ト
ム
・
ニ
ク
ソ
ン
が「
ソ
ー
ス
原
理
」と
し
て一冊
の
本
に
ま
と

め
   3）
、全
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

テ
ィ
ー
ル
組
織
を
著
し
た
ラ
ル
ー
も
、書
く
時
点
で

ソ
ー
ス
原
理
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、ソ
ー
ス
原
理
に
つ
い

て
紹
介
し
た
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
れ
ほ

ど
、テ
ィ
ー
ル
組
織
と
ソ
ー
ス
原
理
は
親
和
性
の
高
い
も

の
な
の
で
す
。

ソ
ー
ス
と
は
、

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
は

　
ソ
ー
ス
と
は「
リ
ス
ク
を
最
初
に
取
っ
て
、あ
る
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
始
め
た
特
定
の
個
人
」を
意
味
し
ま
す
。カ
ー
ニッ

ク
は
、こ
こ
で
の
特
定
の
個
人
と
は
2
人
以
上
で
は
な
く
、

1
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、天
外

氏
に
よ
る
と
日
本
で
は
2
人
以
上
で
も
可
能
か
も
知
れ

な
い
と
留
保
さ
れ
て
い
ま
す
。ソ
ー
ス
は
引
き
継
ぐ
こ
と

も
可
能
な
も
の
で
す
。

　

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
は
、「
個
人
の
心
の
中
に
あ
る
、世
の
中

に
何
か
を
創
造
し
た
り
、世
の
中
の
何
か
に
変
化
を
も
た

ら
す
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
」（
ビ
ジ
ョ
ン
）を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
話
で
、ソ
ー
ス
は
オ
レ
ン
ジ（
実
力
主
義
、競

争
社
会
）社
会
の
ワ
ンマ
ン
経
営
の
カ
リ
ス
マ
経
営
者
と
変
わ

ら
な
い
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、ソ
ー
ス
は
必
ず
し
も
固
定
し
た
位
や
権
力
の
構

造
で
は
な
く
、イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
中
に
サ
ブ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

あ
り
、サ
ブ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
は
サ
ブ
ソ
ー
ス
が
い
て
、サ
ブ

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
は
サ
ブ
ソ
ー
ス
の
人
の
下
に
全
体
の
ソ
ー
ス

に
当
た
る
人
が
働
く
こ
と
も
あ
り
う
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
ソ
ー
ス
は
、イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
境
界
を
身
体
感
覚
に
よ
り

決
定
す
る
大
き
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
が
、

す
べ
て
の
解
決
策
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、常
に
迷
い

の
中
に
あ
り
、イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
中
で
は
オ
ー
プ
ン
な
対
話

が
成
立
し
ま
す
。

　

ま
た
、ソ
ー
ス
原
理
の
大
前
提
と
し
て「
す
べ
て
の
人
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、（
そ
の
人
に
と
っ
て
の
）ソ
ー
ス
で

あ
る
」と
い
う
、い
の
ち
の
循
環
に
基
づ
く
深
い
慈
愛
の
思

想
が
あ
り
、「
ソ
ー
ス
は
、特
権
階
級
の
も
の
で
は
な
く
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
あ
り
、富
裕
層
か
ら
貧
困
層
ま

で
、あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
い
る
」と
い
う
観
方
が
不
可

欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
見
失
う
と
、ソ
ー
ス
の

横
暴
や
悪
用
に
つ
な
が
って
い
く
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
読
ん
だ
こ
と
で
ソ
ー
ス
原
理
に
関
心
を
も
っ

た
人
は
、是
非
、成
書
   3）
を
読
ん
だ
り
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
分
の
問
題
と
し
て
ソ
ー
ス
原

理
を
と
ら
え
、考
え
、行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。と

く
に
、成
書
の
中
の
マ
ネ
ー
ワ
ー
ク
は
、今
ま
で
の
自
分
の

価
値
観
を
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、面
白
く
感
じ
ら

れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

結
局
、テ
ィ
ー
ル
の
組
織
が

生
ま
れ
る
た
め
に
は

　

テ
ィ
ー
ル
の
組
織
を
生
む
の
は
、ソ
ー
ス
に
呼
び
か
け
ら

れ
て
創
ら
れ
た
場
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、わ
た
し
の
結

論
で
す
。ま
ず
、ソ
ー
ス
と
な
る
人
は
実
存
的
変
容
を
起

こ
し
て
い
る
人
で
あ
り
、そ
の
人
が
ア
イ
デ
ア
の
気
づ
き
に

よ
っ
て
呼
び
か
け
、呼
び
か
け
に
賛
同
し
た
人
が
集
ま
り
、

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
立
ち
上
げ
、み
ん
な
が
オ
ー
プ
ン
な
関
係

で
対
話
し
協
働
作
業
を
す
る
場
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、ソ
ー
ス
が
場
を
創
り
、場
が
テ
ィ
ー

ル
組
織
の
構
成
員
の
意
識
の
変
容
を
促
し
、テ
ィ
ー
ル
組

織
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
助
け
る
の
だ
ろ
う
と
現
時
点
の
わ

た
し
は
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
の

患
者
会
と
な
る
た
め
に

　

患
者
会
の
運
営
は
、今
、大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。（
一
社
）日
本
難
病
・

疾
病
団
体
協
議
会（
J
P
A
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、患

者
会
の
役
割
と
し
て
、次
の
三
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

①
病
気
を
科
学
的
に
と
ら
え
る
こ
と
。 

②
病
気
と
闘
う

気
概
を
も
つ
こ
と
。 

③
病
気
を
克
服
す
る
条
件
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
。

　

昔
は
、病
気
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、

情
報
に
飢
え
た
患
者
さ
ん
が
患
者
会
に
①
の
医
療
情
報

を
求
め
て
参
加
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
、必
要
と
す
る

情
報
を
自
宅
に
て
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に
得
ら
れ
ま
す
。し

た
が
って
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
馴
れ
て
い
る
若
い
患

者
さ
ん
は
、あ
え
て
患
者
会
に
参
加
し
な
く
て
も
情
報
が

入
手
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

今
後
、患
者
会
で
は
、②
や
③
の
比
率
が
相
対
的
に
大

き
く
な
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。個
人
主
義
の
傾
向
が

強
い
若
い
世
代
で
は
、最
初
か
ら
③
を
求
め
て
の
患
者
会
へ

の
参
加
は
少
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、患
者

会
で
は
、②
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
の
で
す
。

　

②
は
、別
の
言
葉
で
表
現
す
る
と「
病
気
を
抱
え
な
が

ら
も
元
気
に
生
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
」で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
た
め
に
は
患
者
会
と
し

て
の
新
た
な
仕
組
み
を
創
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、患
者
会
を
世
話
す
る
人
が
ソ
ー
ス
原

理
を
学
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

わ
た
し
の
観
察
で
は
、患
者
会
の
世
話
を
し
て
い
る
人
の

多
く
は
、す
で
に
、病
気
に
よ
り
実
存
的
変
容
を
経
験
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
人
が
ソ
ー
ス
原
理

を
知
り
、ア
イ
デ
ア（
理
想
像
）を
掲
げ
て
周
囲
に
呼
び
か

け
、呼
び
か
け
に
応
じ
た
仲
間
と
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
立
ち

上
げ
れ
ば
、き
っ
と
面
白
い
活
動
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。是
非
、ソ
ー
ス
原
理
を
知
っ
た
う
え
で
、新
し
い
組

織
づ
く
り
に
挑
戦
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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は
じ
め
に

　

前
回
、人
類
が
迎
え
る
新
し
い
時
代
の
組
織
の
あ
り
方
、

テ
ィ
ー
ル
組
織
に
つい
て
述
べ
ま
し
た
。テ
ィ
ー
ル
組
織
と
は
、

構
成
す
る
人
が
自
律
的
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が

個
性
を
発
揮
し
、し
か
も
全
体
性
を
保
ち
、組
織
の
存
在

目
的
を
も
っ
て
い
る
組
織
で
あ
り
、お
互
い
に
オ
ー
プ
ン
な

関
係
性
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
す
     1）
。

　

確
か
に
、こ
ん
な
組
織
が
で
き
れ
ば
理
想
的
だ
と
は
考

え
ま
す
が
、そ
ん
な
組
織
が
本
当
に
実
現
可
能
だ
ろ
う
か

と
懐
疑
的
で
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、テ
ィ
ー
ル
組
織

は
理
論
や
空
想
で
創
っ
た
も
の
で
は
な
く
、フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

ラ
ル
ー
が
現
実
の
社
会
に
す
で
に
出
現
し
て
い
る
組
織
を

分
析
し
て
報
告
し
た
も
の
で
す
。で
は
、ど
う
す
れ
ば

テ
ィ
ー
ル
組
織
は
実
現
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
関
心
を

わ
た
し
は
も
ち
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
ル
組
織
と

ソ
ー
ス
原
理
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
、天
外
伺
朗
著
の『
実
存
的

変
容 

人
類
が
目
覚
め
、テ
ィ
ー
ル
の
時
代
が
来
る
』で
し

た
   2）
。テ
ィ
ー
ル
の
時
代
を
迎
え
る
た
め
に
は
、リ
ー
ダ
ー

の
意
識
の
変
容
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
「
そ
う
だ
ろ
う
、や
は
り
、先
に
人
が
変
わ
ら
な
い
こ
と

に
は
、そ
ん
な
組
織
が
成
功
す
る
わ
け
は
な
い
」と
わ
た
し

は
納
得
し
ま
し
た
。実
存
的
変
容
に
関
心
を
も
ち
、天
外

氏
の
活
動
を
調
べ
て
み
る
と
、「
テ
ィ
ー
ル
組
織
と
ソ
ー
ス

原
理
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
」と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
が
告

知
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ソ
ー
ス
原
理
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら

な
い
ま
ま
に
、こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
申
し
込
み
、参
加
し

て
み
た
の
で
す
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
は
、ラ
ル
ー
の『
テ
ィ
ー
ル
組
織
』

の
解
説
を
し
た
嘉
村
賢
州
氏
を
は
じ
め
、ソ
ー
ス
原
理
の

本
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
い
る
山
田
裕
嗣
氏
、青
野
英
明
氏

も
参
加
し
て
い
る
と
い
う
贅
沢
な
布
陣
で
し
た
。6
回
の

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
ま
だ
3
回
し

か
受
講
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、新
し
く
知
っ
た
り
、考
え

さ
せ
ら
れ
た
り
、得
ら
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。こ
こ
で
は
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を
簡
単
に

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

テ
ィ
ー
ル
組
織
を

目
指
し
た
組
織
は
失
敗
す
る

　

ま
ず
、最
初
に
驚
か
さ
れ
た
の
は
、日
本
で
テ
ィ
ー
ル
組

織
を
目
指
し
て
活
動
し
た
組
織
は
失
敗
し
て
い
る
と
い
う

事
実
で
し
た
。み
ん
な
が
平
等
で
フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
を
言
い

合
え
る
民
主
的
な
組
織
、「
ラ
ル
ー
の
グ
リ
ー
ン（
民
主
的

な
）組
織
」は
、組
織
の
活
動
が
停
滞
し
や
す
く
な
り
、あ

ま
り
う
ま
く
動
か
な
い
と
い
う
の
で
す
。

　

患
者
会
の
世
話
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
に
も
、自
分

た
ち
の
組
織
の
運
営
の
仕
方
で
悩
ん
で
い
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ワ
ン
マ
ン
な
運
営
で
は
い
け
な
い
し
、

民
主
的
で
平
等
に
や
ろ
う
と
す
る
と
組
織
が
動
か
な
い
と

い
う
ジ
レ
ンマ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
た
し
自
身
、最
近
自
分
が
呼
び
か
け
て
開
催
し
て
い

る
会
の
活
動
に
停
滞
感
を
感
じ
始
め
て
い
た
の
で
す
。で

き
る
だ
け
民
主
的
な
運
営
で
行
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
て
、自
分
自
身
を
あ
ま
り
前
に
出
さ
な
い
よ
う
に
と

意
識
を
し
て
、会
を
運
営
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
よ
う

な
失
敗
を
し
な
い
た
め
の
秘
訣
が
、ソ
ー
ス
原
理
で
あ
っ
た

の
で
す
。わ
た
し
は
、こ
の
十
年
以
上
の
間
違
っ
た
思
い
込

み
か
ら
叩
き
起
こ
さ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

ソ
ー
ス
原
理
と
は

　

こ
れ
ま
で
ソ
ー
ス
原
理
に
つ
い
て
全
く
知
識
が
な
く
、そ

れ
は
経
営
者
の
た
め
の
も
の
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し
て
、ソ
ー
ス
原
理
は
、創
造
的
な
活

動
を
す
る
組
織
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　
ソ
ー
ス
原
理
は
、2
0
1
0
年
頃
に
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ー

ニッ
ク
※
が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
弟
子
に
当
た
る

ト
ム
・
ニ
ク
ソ
ン
が「
ソ
ー
ス
原
理
」と
し
て一冊
の
本
に
ま
と

め
   3）
、全
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

テ
ィ
ー
ル
組
織
を
著
し
た
ラ
ル
ー
も
、書
く
時
点
で

ソ
ー
ス
原
理
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、ソ
ー
ス
原
理
に
つ
い

て
紹
介
し
た
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
れ
ほ

ど
、テ
ィ
ー
ル
組
織
と
ソ
ー
ス
原
理
は
親
和
性
の
高
い
も

の
な
の
で
す
。

ソ
ー
ス
と
は
、

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
は

　
ソ
ー
ス
と
は「
リ
ス
ク
を
最
初
に
取
っ
て
、あ
る
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
始
め
た
特
定
の
個
人
」を
意
味
し
ま
す
。カ
ー
ニッ

ク
は
、こ
こ
で
の
特
定
の
個
人
と
は
2
人
以
上
で
は
な
く
、

1
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、天
外

氏
に
よ
る
と
日
本
で
は
2
人
以
上
で
も
可
能
か
も
知
れ

な
い
と
留
保
さ
れ
て
い
ま
す
。ソ
ー
ス
は
引
き
継
ぐ
こ
と

も
可
能
な
も
の
で
す
。

　

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
は
、「
個
人
の
心
の
中
に
あ
る
、世
の
中

に
何
か
を
創
造
し
た
り
、世
の
中
の
何
か
に
変
化
を
も
た

ら
す
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
」（
ビ
ジ
ョ
ン
）を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
話
で
、ソ
ー
ス
は
オ
レ
ン
ジ（
実
力
主
義
、競

争
社
会
）社
会
の
ワ
ンマ
ン
経
営
の
カ
リ
ス
マ
経
営
者
と
変
わ

ら
な
い
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、ソ
ー
ス
は
必
ず
し
も
固
定
し
た
位
や
権
力
の
構

造
で
は
な
く
、イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
中
に
サ
ブ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

あ
り
、サ
ブ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
は
サ
ブ
ソ
ー
ス
が
い
て
、サ
ブ

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
は
サ
ブ
ソ
ー
ス
の
人
の
下
に
全
体
の
ソ
ー
ス

に
当
た
る
人
が
働
く
こ
と
も
あ
り
う
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
ソ
ー
ス
は
、イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
境
界
を
身
体
感
覚
に
よ
り

決
定
す
る
大
き
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
が
、

す
べ
て
の
解
決
策
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、常
に
迷
い

の
中
に
あ
り
、イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
中
で
は
オ
ー
プ
ン
な
対
話

が
成
立
し
ま
す
。

　

ま
た
、ソ
ー
ス
原
理
の
大
前
提
と
し
て「
す
べ
て
の
人
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、（
そ
の
人
に
と
っ
て
の
）ソ
ー
ス
で

あ
る
」と
い
う
、い
の
ち
の
循
環
に
基
づ
く
深
い
慈
愛
の
思

想
が
あ
り
、「
ソ
ー
ス
は
、特
権
階
級
の
も
の
で
は
な
く
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
あ
り
、富
裕
層
か
ら
貧
困
層
ま

で
、あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
い
る
」と
い
う
観
方
が
不
可

欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
見
失
う
と
、ソ
ー
ス
の

横
暴
や
悪
用
に
つ
な
が
って
い
く
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
読
ん
だ
こ
と
で
ソ
ー
ス
原
理
に
関
心
を
も
っ

た
人
は
、是
非
、成
書
   3）
を
読
ん
だ
り
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
分
の
問
題
と
し
て
ソ
ー
ス
原

理
を
と
ら
え
、考
え
、行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。と

く
に
、成
書
の
中
の
マ
ネ
ー
ワ
ー
ク
は
、今
ま
で
の
自
分
の

価
値
観
を
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、面
白
く
感
じ
ら

れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

結
局
、テ
ィ
ー
ル
の
組
織
が

生
ま
れ
る
た
め
に
は

　

テ
ィ
ー
ル
の
組
織
を
生
む
の
は
、ソ
ー
ス
に
呼
び
か
け
ら

れ
て
創
ら
れ
た
場
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、わ
た
し
の
結

論
で
す
。ま
ず
、ソ
ー
ス
と
な
る
人
は
実
存
的
変
容
を
起

こ
し
て
い
る
人
で
あ
り
、そ
の
人
が
ア
イ
デ
ア
の
気
づ
き
に

よ
っ
て
呼
び
か
け
、呼
び
か
け
に
賛
同
し
た
人
が
集
ま
り
、

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
立
ち
上
げ
、み
ん
な
が
オ
ー
プ
ン
な
関
係

で
対
話
し
協
働
作
業
を
す
る
場
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、ソ
ー
ス
が
場
を
創
り
、場
が
テ
ィ
ー

ル
組
織
の
構
成
員
の
意
識
の
変
容
を
促
し
、テ
ィ
ー
ル
組

織
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
助
け
る
の
だ
ろ
う
と
現
時
点
の
わ

た
し
は
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
の

患
者
会
と
な
る
た
め
に

　

患
者
会
の
運
営
は
、今
、大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。（
一
社
）日
本
難
病
・

疾
病
団
体
協
議
会（
J
P
A
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、患

者
会
の
役
割
と
し
て
、次
の
三
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

①
病
気
を
科
学
的
に
と
ら
え
る
こ
と
。 

②
病
気
と
闘
う

気
概
を
も
つ
こ
と
。 

③
病
気
を
克
服
す
る
条
件
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
。

　

昔
は
、病
気
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、

情
報
に
飢
え
た
患
者
さ
ん
が
患
者
会
に
①
の
医
療
情
報

を
求
め
て
参
加
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
、必
要
と
す
る

情
報
を
自
宅
に
て
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に
得
ら
れ
ま
す
。し

た
が
って
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
馴
れ
て
い
る
若
い
患

者
さ
ん
は
、あ
え
て
患
者
会
に
参
加
し
な
く
て
も
情
報
が

入
手
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

今
後
、患
者
会
で
は
、②
や
③
の
比
率
が
相
対
的
に
大

き
く
な
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。個
人
主
義
の
傾
向
が

強
い
若
い
世
代
で
は
、最
初
か
ら
③
を
求
め
て
の
患
者
会
へ

の
参
加
は
少
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、患
者

会
で
は
、②
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
の
で
す
。

　

②
は
、別
の
言
葉
で
表
現
す
る
と「
病
気
を
抱
え
な
が

ら
も
元
気
に
生
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
」で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
た
め
に
は
患
者
会
と
し

て
の
新
た
な
仕
組
み
を
創
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、患
者
会
を
世
話
す
る
人
が
ソ
ー
ス
原

理
を
学
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

わ
た
し
の
観
察
で
は
、患
者
会
の
世
話
を
し
て
い
る
人
の

多
く
は
、す
で
に
、病
気
に
よ
り
実
存
的
変
容
を
経
験
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
人
が
ソ
ー
ス
原
理

を
知
り
、ア
イ
デ
ア（
理
想
像
）を
掲
げ
て
周
囲
に
呼
び
か

け
、呼
び
か
け
に
応
じ
た
仲
間
と
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
立
ち

上
げ
れ
ば
、き
っ
と
面
白
い
活
動
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。是
非
、ソ
ー
ス
原
理
を
知
っ
た
う
え
で
、新
し
い
組

織
づ
く
り
に
挑
戦
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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